
４４４４−−−−３３３３ 心理学心理学心理学心理学

研究研究研究研究・・・・教育活動教育活動教育活動教育活動のののの概要概要概要概要とととと特色特色特色特色

心理学専攻分野の教員は、現在、教授３名、准教授２名、助教１名の６名構成である。

それぞれの専門は応用認知心理学、社会・犯罪心理学、認知心理学、社会・生理心理学、

文化心理学と 他領域にわたっている 基礎研究から社会の多様な方面と連携した応用、 。

的な研究まで、研究の幅が広いことは、本専攻分野の大きな特色である。他の学問領

、域・機関と連携した共同研究、海外の研究者との共同研究も多い。学部、大学院とも

卒業生は 学・官・民の多様な社会的分野で バランスのよい活躍をしている 教員の、 、 。

研究は国際的水準の成果をあげている また教育の結果である大学院生の研究発表の生。

、産性は高く、とくに国際的学会や国際的ジャーナルでの発表を行う院生が多いことは

文学研究科内でも突出している その結果 日本学術振興会特別研究員としての採用も。 、

着実である 21世紀COE グローバルCOEの中核的なメンバーとして活動している教員の。 、

指導のもとに、COE研究員に採用される大学院生もいる。研究成果を、公開講座や公開

シンポジウム等で社会的に還元する努力も十二分になされている。

ⅠⅠⅠⅠ 組織組織組織組織

１１１１ 教員数教員数教員数教員数（（（（2008200820082008年年年年 4444月現在月現在月現在月現在））））

3教授：

2准教授：

0講師：

1助教：

教授：仁平義明、大渕憲一、行場次朗

准教授：阿部恒之、辻本昌弘

助教：荒木剛

２２２２ 在学生数在学生数在学生数在学生数（（（（2008200820082008年年年年 4444月現在月現在月現在月現在））））
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研究生

大学院博士

後期

大学院博士

前期

学部

研究生

学部

（ 年次以上）2
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３３３３ 修了生修了生修了生修了生・・・・卒業生数卒業生数卒業生数卒業生数（（（（2004200420042004～～～～2008200820082008年度年度年度年度））））

（（（（2004200420042004～～～～2008200820082008年度年度年度年度））））ⅡⅡⅡⅡ 過去過去過去過去5555年間年間年間年間のののの組織組織組織組織としてのとしてのとしてのとしての研究研究研究研究・・・・教育活動教育活動教育活動教育活動

１１１１ 博士学位授与博士学位授与博士学位授与博士学位授与

１１１１−−−−１１１１ 課程博士課程博士課程博士課程博士・・・・論文博士授与件数論文博士授与件数論文博士授与件数論文博士授与件数

１１１１−−−−２２２２ 博士論文提出者氏名博士論文提出者氏名博士論文提出者氏名博士論文提出者氏名、、、、年度年度年度年度、、、、題目題目題目題目、、、、審査委員審査委員審査委員審査委員

阿原美生 年度 若年女性における骨量と心理的生理的指標の変化に関する、 、『2004

研究』

審査委員：教授・畑山俊輝（主査 、教授・仁平義明、教授・大渕憲一、教）

授・行場次朗、教授・海野道郎

、 、『 』加賀美常美代 年度 多文化社会における葛藤解決と教育的価値観2004

審査委員：教授・大渕憲一（主査 、教授・畑山俊輝、教授・仁平義明、教）

授・行場次朗、教授・才田いずみ

、 、『 』八田武俊 年度 電子メディア交渉に関する社会心理学的研究2005

審査委員：教授・大渕憲一（主査 、教授・畑山俊輝、教授・仁平義明、教）

授・行場次朗、教授・正村俊之

戴伸峰 年度 日本と台湾における非行の原因認知と厳罰化態度に関する社、 、『2005

会心理学的研究』

審査委員：教授・大渕憲一 主査 教授・仁平義明 教授・行場次朗 助教（ ）、 、 、

授・阿部恒之、助教授・木村邦博

博士学位

授与者

大学院博士課程

後期修了者

（満期退学者）

大学院博士課

程前期修了者
学部卒業者年度

2（ ）2 041604

5（ ）5 051605

3（ ）3 181506

4（ ）4 061707

0（ ）0 061608

14（ ）14 02980計

計論文博士授与件数課程博士授与件数年度
20204

50505

30306

40407

00008

14014計



、 、『 』伊師華江 年度 顔の高次視覚印象の実験計量心理学的研究2005

審査委員：教授・行場次朗（主査 、教授・仁平義明、教授・大渕憲一、教）

授・ 助教授・阿部恒之鈴木淳子、

鈴木美穂 年度 感性印象と感覚モダリティの関連性に関する心理・脳科学、 、『2005

的検討』

審査委員：教授・行場次朗 主査 教授・仁平義明 教授・大渕憲一 助教（ ）、 、 、

授・阿部恒之、助教授・木村邦博

、 、『 』本多明生 年度 地理的空間情報と経路探索行動の心理学的研究2005

審査委員：教授・仁平義明（主査 、教授・大渕憲一、教授・行場次朗、教）

授・吉原直樹、助教授・阿部恒之

熊谷智博 年度 非当事者攻撃の社会心理学的研究 －二重不確実性低減モ（ ）「2006

デルの検証－」

審査委員：教授・大渕憲一（主査 、教授・仁平義明、教授・行場次朗、助教）

授・木村邦博

、 、『 』作田由衣子 年度 感性印象が再認記憶におよぼす影響2006

審査委員：教授・行場次朗（主査 、教授・仁平義明、教授・大渕憲一、教）

授・海野道郎、助教授・阿部恒之

2006 The Thematic Apperception Test as aトンニ・プルネル・ジェイミ、 年度 『、

』Stimulus for Experimental Research on Lie-Detection in a Cross-Cultural Setting

審査委員：教授・行場次朗（主査 、教授・大渕憲一、教授・仁平義明、教）

授・海野道郎、助教授・阿部恒之

、 、『 』大類純子 年度 摂食障害の心理的特性に関する研究2007

審査委員：教授・仁平義明（主査 、教授・行場次朗、教授・大渕憲一、教）

授・海野道郎、准教授・阿部恒之

今在景子 年度 裁判外紛争処理の社会心理学的研究 －手続き的公正の視、 、『2007

点から－』

審査委員：教授・大渕憲一（主査 、教授・仁平義明、教授・行場次朗、教）

授・長谷川公一、准教授・阿部恒之、

荒木剛、 年度 『いじめ被害体験者の青年期後期におけるリズィリエンス2007 、

（ ）』resilience

審査委員：教授・仁平義明（主査 、教授・大渕憲一、教授・行場次朗、教）

授・海野道郎、准教授・阿部恒之



柴田寛 年度 受け渡し動作の表出と適切さの認識に関する心理学的・脳科、 、『2007

学的研究』

審査委員：教授・行場次朗 主査 教授・仁平義明 教授・大渕憲一 准教（ ）、 、 、

授・阿部恒之、准教授・小泉政利

２２２２ 大学院生等大学院生等大学院生等大学院生等によるによるによるによる論文発表論文発表論文発表論文発表

２２２２−−−−１１１１ 論文数論文数論文数論文数

２２２２−−−−２２２２ 口頭発表数口頭発表数口頭発表数口頭発表数

２２２２−−−−３３３３ 上記上記上記上記のののの大学院生大学院生大学院生大学院生によるによるによるによる論文論文論文論文・・・・口頭発表口頭発表口頭発表口頭発表のののの中中中中のののの主要業績主要業績主要業績主要業績

（（（（１１１１））））論文論文論文論文

荒木 剛 「諸外国のいじめの現状③ －アメリカのいじめ－」 坂西友秀・岡.

本依子（編著 『いじめ・いじめられる青少年の心 －発達臨床心理学的考）

pp.80, 2004.察』 北大路書房

. (resilience)荒木 剛 「いじめ被害体験者の青年期後期におけるリズィリエンス

, 14, 54-68, 2005.に寄与する要因について」 『パーソナリティ研究』

荒木 剛 「性格： その人らしさ”を理解する」 今在慶一朗（編著 『 分で. 30“ ）

pp.64-72, 2007.学ぶ心理学の基礎』 北樹出版

荒木 剛 「青年： 子ども”から“大人”へ」 今在慶一朗（編著 『 分で学. 30“ ）

計その他
論文集

（単行本）

非審査制誌

（紀要等）

審査制学術誌

（学会誌等）
年度

210501604

173111205

11110906

181101607

230441508

90521658計

計その他研究会国内学会国際学会年度

7192411904

6652491005

4704311206

5704391407

7114531308

312151621368計



pp.80-89, 2007.ぶ心理学の基礎』 北樹出版

荒木 剛 「この人にきく 大竹恵子氏」 日本心理学会（編 『心理学ワール. ）

, 38, pp.29, 2007.ド』

渥美恵美・大渕憲一・稲垣成昭・勅使河原麻衣 作業療法臨床実習のための社会「

的交流技能事前教育プログラムに関する研究 第１報 ：学生の持つ交流技能（ ）

の分析」 『リハビリテーション科学：東北文化学園大学リハビリテーショ

3 3-11 2007.ン学科紀要 ， ， ，』

渥美恵美・稲垣成昭・勅使河原麻衣・高橋千賀子 作業療法学生の社会的交流技「

能養成教育プログラムの開発に向けて：試行的実施 リハビリテーション教」『

13 160-165 2008.育研究 ， ， ，』

渥美恵美・大渕憲一・稲垣成昭・勅使河原麻衣 社会的交流技能実習事前教育プ「

ログラムに関する研究：社会的交流技能自己評価（ ）尺度 作成と因SA Ver2

子分析」 『リハビリテーション科学：東北文化学園大学リハビリテーショ

4 11-19 2008.ン学科紀要 ， ， ，』

八田武俊・大渕憲一 「電子メディア交渉における離脱可能性と事前相互作用に.

, 18, 45-51, 2005.関する実験的研究」 『経営行動科学』

Hatta, T., & Ohbuchi, K. The effects of exitability by the alternative「

negotiation on the electronic negotiation: Content analysis of negotiation

behavior Tohoku Psychologica Folia , 63, 25-33, 2005.」 『 』

日高聡太・行場次朗 「仮現運動事態で内的に形成される運動物体表象」 『心理

学評論』 印刷中,

Hidaka, S., Kawachi, Y., & Gyoba, J. Analyses of Internal Depth「

Information of 3-D Objects in Apparent Motion Path Tohoku」 『

Psychologica Folia , 65, 1-9, 2006』

Hidaka, S., Kawachi, Y., & Gyoba, J. Depth Representation of Moving 3D「

Objects in Apparent Motion Path Perception , 2007」 『 』

Hidaka, S., Shigeta, R., Kawachi, Y., Sakuta, Y., & Gyoba, J. Speed and「

」consistency of sound-color association in a colored-hearing test

Tohoku Psychologica Folia , 66, 68 74, 2007.『 』 –

Honda,A., & Nihei,Y. Sex differences in wayfinding with well or poor route「

descriptions Tohoku Psychologica Folia 63, 15-24, 2004.」 『 』,

本多明生・柴田寛・行場次朗・西塔宏二・岩谷幸雄・鈴木陽一 次元聴覚ディ. 3「



スプレイを用いた聴覚ゲームの転移効果：実音源定位課題と衝突物体回避課

IEICE Technical Report HIP2005-32(2005-7) ,題に及ぼす影響 信学技報」『 』

71-76, 2005.

本多明生・柴田寛・行場次朗・西塔宏二・岩谷幸雄・鈴木陽一 次元聴覚ディ. 3「

Faceスプレイを用いた聴覚ゲームの転移効果：実音源定位課題と会話時の

contact , ,に及ぼす影響 ヒューマンインターフェイス学会研究報告集」 『 』 7777

65-70, 2005.

Honda, A., Shibata, H., Hidaka, S., Iwaya, Y., Gyoba, J., & Suzuki, Y.

Transfer effects on auditory skills from playing virtual「

three-dimensional auditory display games In B. N. Weiss (Ed), New」 『

Research on Acoustics, Hauppauge , NY: Nova Science Publishers, in』

press

Ikeda, K., & Shibayama, M. Gender Differences in the Effects of「

」Autobiographical Advertisements on Autobiographical Memory

Tohoku Foria 66 89-96, 2007『 ， ，Psychologica 』

今在景子 「第 者介入による紛争解決の心理学」 大渕憲一 編著 『 日本人の. 3 ( )

pp. 265-286, 2004.公正観－公正は個人と社会を結ぶ絆か？』

Imazai, K., Ohbuchi, K. & Imazai, K. The effects of the number of「

mediators in perception of procedural fairness in ADR Tohoku」 『

Psychologica Folia , 63, 119-127, 2004.』

今在慶一朗・今在景子 「民事紛争における和解成立の要因と効果」 『心理学.

, 19, 144 154, 2004.研究』 －

稲垣成昭・渥美恵美・勅使河原麻衣・大渕憲一 社会的交流技能事前教育プログ「

ラムに関する研究：学生の自己評価と性格要因の検討」 『リハビリテーシ

4 21-28 2008.ョン科学：東北文化学園大学リハビリテーション学科紀要 ， ， ，』

Ishi H., Gyoba J., Kamachi M., Mukaida S., & Akamatsu S. Analyses of「

facial attractiveness on feminized and juvenilized faces Perception ,」 『 』

33, 135-145, 2004.

Ishi H., Gyoba J., & Kamachi M. Effects of the Dynamic Presentation of「

Smile on the Evaluation of Various Impressions of Face Tohoku」 『

Psychologica Folia , 64, 21-30, 2005.』

石井信行・臼倉誠・鈴木美穂・行場次朗 「視覚心理実験による橋梁の認知プロ.



, 50A, 303-313, 2004.トタイプ存在の検討」 『構造工学論文集』

加賀美常美代 「教育価値観の異文化間比較 ：日本語教師、中国人学生、韓国人. :

, 19, 67-84, 2004.学生、日本人学生との違い」 『異文化間教育』

加賀美常美代 「特別活動国際理解」 諸富祥彦 編 『学級経営と授業で使える. ( ),

, 141-147, 2004.カウンセリング』 ぎょうせい

加賀美常美代･大渕憲一 日本語教育場面における日本人教師と中国人及び韓国. 「

, 74, 531-539, 2004.人学生の葛藤の原因帰属と解決方略」 『心理学研究』

加賀美常美代 「全学ピアサポートの特色と連携体制」 『お茶の水女子大学ピ.

, 1, 3-5, 2005.アサポート・プログラム報告書』

加賀美常美代 「全学留学生のピアサポートの経緯と理念」 『お茶の水女子大.

, 1, 47-49, 2005.学ピアサポート・プログラム報告書』

Kawachi, Y., & Gyoba, J. A new response-time measure of object「

persistence in the tunnel effect Acta Psychologica , 123, 1-2, 73-90,」 『 』

2006.

Kawachi, Y. & Gyoba, J. Presentation of a visual nearby moving object「

alters stream/bounce event perception Perception , 35, 9, 1289-1294,」『 』

2006.

Kawachi, Y., Kawabe, T., & Gyoba, J. Spatiotemporal integration of object「

features in the stream/bounce event perception The Japanese」 『

Journal of Psychonomic Science , 25, 2, 273-274, 2007.』

Kawachi, Y. and Gyoba, J. Physical offset of an invisible object can release「

visual awareness from motion-induced blindness The Japanese」 『

Journal of Psychonomic Science , in press.』

河地庸介・行場次朗 「視覚的事象の知覚に関する最近の研究動向：物体同一性、

, .因果性、通過・反発事象の知覚」 『心理学評論』 印刷中

Kikuchi, F., Sato, T., & Nihei, Y. What speech contents do people use to「

detect deceit? Tohoku Psychologica Folia 65 37-44 2006」 『 ， ，』，

Effects of a personal relationshipKikuchi, F., Sato, T., & Abe, T. 「

between deceiver and lie-receiver on ratings of veracity and

Tohoku Psychologica Folia 66 40-45 2007forgiveness」 『 ， ，』，

菊地史倫・佐藤 拓・阿部恒之・仁平義明 「過失に対する赦しの評価に怒り感

情・信憑性・重大性の評価が及ぼす影響」 『感情心理学研究 ， ， ，』 15 97-105



2008

北村康宏・畑山俊輝 「自動車運転時の聴覚情報への対応課題がドライバーに与.

IATSS Review , 30, 327-332,える影響－生理的・行動的変化から－」 『 』

2005.

今野晃嗣・仁平義明 「ヒト乳幼児の気質モデルに基づいたイヌとネコの気質尺

20, 56-65, 2008.度」 『ヒトと動物の関係学会誌 ，』

今野晃嗣・丸山俊・日高聡太・田中章浩・小泉政利・行場次朗・萩原裕子 英語「

活動経験が英語音素対聴取時における幼児の脳活動に及ぼす影響― にNIRS

よる検討―」 『信学技報 ，IEICE Technical Report TL2008-20(2008-8)』

108(184) 45-48 2008， ，

Kumagai, T. & Ohbuchi, K. Effects of group membership and uncertainty「

on third party aggression Tohoku Psychologica Folia , 63, 8-14, 2004.」 『 』

熊谷智博・大渕憲一 「非当事者攻撃に対する不公正と集団顕現性の効果」.

, 68, 370-384, 2005.『文化』

Kumagai, T. & Ohbuchi, K. Third party aggression: Effects of cooperation「

and group membership Psychologia , 49, 152-161, 2006.」 『 』

Kumagai, T. Intra-group fairness, group identification, and inter-group「

aggression In K. Ohbuchi (Ed.). Social Justice in Japan: Concept,」 『

theories, and paradigms Melbourne: Trans Pacific Press, 2007』

熊谷智博 集団成員性と攻撃行動 潮村公弘・福島治 編 社会心理学概「 」 （ ） 『

5 3 , 2007.説』 第 章第 節 北大路書房

熊谷智博 集団間葛藤 大渕憲一 編 シリーズ 世紀の社会心理学：葛「 」 （ ） 『 21

, , 2008藤と紛争の社会心理学』 北大路書房

熊谷智博・大渕憲一 「非当事者攻撃に対する集団同一化と被害の不公正さの効

果 『社会心理学研究』 印刷中」 , 24.
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32nd Annual ABA Convention (Atlanta, USA; May 29), 2006.,

Tsurumaki, M. Teaching Handwriting of Chinese Characters to Children「

with ADHD Association for Behavior Analysis International, 33rd」

Annual ABA Convention, International Symposium, (San Diego, USA;

May 26), 2007.

Uehara, S. & Ohbuchi, K. Effects of judged violation of interpersonal norms「

」on angry feelings: Weights of intentionality or severity of harms?

Poster presented at the 3rd Biennial Conference of the International

Association for Relationship Research, 2006.

Uehara, S. & Ohbuchi, K. Why is it that people do not suppress their anger?「

The effects of a perceived approach-avoidance motive for interpersonal

apology on angry feelings Poster presented at the Annual Conference」

of the British Psychological Society, 2006.

（（（（国内学会国内学会国内学会国内学会））））

. (resilience)荒木 剛 「いじめ被害体験者の青年期後期におけるリズィリエンス

と楽観性との関係－大学生を対象とした予備調査の結果について－」 東北

57 , 2004.心理学会第 回大会

. (resilience)荒木 剛 「いじめ被害体験者の青年期後期におけるリズィリエンス

に寄与する要因について－個人焦点型アプローチによる検討 －」 日本教(1)

46 , 2004.育心理学会第 回総会

渥美恵美・稲垣成昭・勅使河原麻衣・大渕憲一 社会的交流技能実習事前教育プ「

ログラムに関する研究―社会的交流技能自己評価（ ）尺度 の因子分SA Ver2

41 6 23 2007.析―」 第 回日本作業療法学会（鹿児島市民文化ホール， 月 日）

渥美恵美・稲垣成昭・勅使河原麻衣・高橋千賀子 作業療法学生の社会的交流技「

能養成教育プログラムの開発に向けて：試行的実施」 全国私立リハビリテ

ーション学校連絡協議会第 回教育研究大会 （ホテル東京ガーデンパレス，20

8 24 2007月 日 ，）

渥美恵美・大渕憲一・稲垣成昭・勅使河原麻衣 作業療法学生の社会的交流技能「

42 6に対する臨床実習の効果 第 回日本作業療法学会 長崎県立総合体育館」 （ ，



21 2008.月 日 ，）

福光優一郎・鈴木結花・柴田寛・小泉政利・行場次朗・萩原裕子 意味および統語「

処理に関する幼児と成人の事象関連電位の比較」 第 回日本子ども学会議4

9 15, 16 2007（慶応大学， 月 日 ，）

船木真悟 自己愛と攻撃行動に関する研究―ソーシャルサポートの調整効果に注「

62 7 20 , 2008目して―」 東北心理学会第 回大会（東北大学， 月 日）

古畑麻紗子・上原俊介 手続き的公正と提案の信憑性が裁判員の主観的量刑判断「

に及ぼす影響：体制正当化信念に注目して」 日本法と心理学会第 回大会9

10 18 , 2008（南山大学， 月 日）

八田武俊・大渕憲一 「電子メディア交渉における社会的存在感の低下が離脱行.

45 , 2004.動に及ぼす影響」 日本社会心理学会第 回大会

. 58 ,八田武俊・大渕憲一 表情伝達が交渉に及ぼす影響 東北心理学会 回大会「 」

2004.

八田武俊 「交渉継続と大体交渉への移行を規定する心理的要因の検討」 日本.

46 , 2005.社会心理学会第 回大会

八田武俊・及川祐一 表情伝達が交渉に及ぼす影響 東北心理学会 回. (2) 59「 」

, 2005.大会

日高聡太・河地庸介・行場次朗 「仮現運動中の 次元物体の中間表象に関する. 3

24 . 2005心理物理学的分析」 日本基礎心理学会第 回大会

日高聡太・河地庸介・行場次朗 「仮現運動中の３次元物体の中間表象に関する.

(HIP), 2005.心理物理学的分析」 電子通信情報学会

日高聡太・河地庸介・行場次朗 「仮現運動中の 次元物体の中間表象に関する. 3

SCS , 2005.心理物理学的分析」 視覚研究会

日高聡太・河地庸介・行場次朗 「仮現運動中の３次元物体の中間表象に関する.

59 , 2005.心理物理学的分析」 東北心理学会第 回大会

日高聡太・長田佳久 「仮現運動する主観的輪郭の表面の明るさ」 日本心理学.

69 , 2005.会第 回大会

日高聡太・河地庸介・行場次朗 「仮現運動中の 次元物体の中間表象に関する. 3

24 , 2005.心理物理学的分析」 基礎心理学会第 回大会

日高聡太・河地庸介・行場次朗 仮現運動経路上の物体表象に含まれる奥行情報「

25 6 9 , 2006の検討」 日本基礎心理学会第 回大会（広島大学， 月 日）

日高聡太・河地庸介・行場次朗 仮現運動物体が保持する奥行情報 表象的慣性「 -



を指標として 東北心理学会第 回大会(representational momentum) - 60」

10 1 , 2006（東北福祉大学， 月 日）

日高聡太・佐藤俊治・行場次朗 視覚的注意が図地割り当てに及ぼす影響 日「 」

70 11 5 , 2006本心理学会第 回大会（九州大学， 月 日）

日高聡太・河地庸介・行場次朗 「仮現運動中の 次元物体表象が保持する奥行3

5 5 26 , 2007情報の検討」 日本認知心理学会第 回大会（京都大学， 月 日）

日高聡太・行場次朗 運動物体表象の更新 は特徴ベースか表「 (Object updating)

61 9 7 , 2007面ベースか？」 東北心理学会第 回大会（岩手大学， 月 日）

日高聡太・柴田寛・栗原通世・田中章浩・藤本茉莉・小泉政利・行場次朗・萩原裕

子 成人と幼児を対象とした母語 非母語発話刺激聴取時における を「 _ NIRS

71 9 18 , 2007用いた脳活動測定 日本心理学会第 回大会 東洋大学 月 日」 （ ， ）

日高聡太・行場次朗 ワークショップ：国内における実験心理学機器のアーカイ「

ブ化の現状と問題点 （話題提供者） 日本心理学会第 回大会（北海道大」 72

9 19 2008学， 月 日 ，）

日高聡太・宮内良太・行場次朗・鈴木陽一・岩谷幸雄 聴覚運動手がかりによっ「

72 9 20て駆動される視覚運動知覚 日本心理学会第 回大会 北海道大学 月」 （ ，

2008日 ，）

日高聡太・永井聖剛・行場次朗 時空間的な逆行を含む事態における仮現運動知「

2008 1 23 2008覚の検討 日本視覚学会 年冬季大会 工学院大学 月 日」 （ ， ），

日高聡太・永井聖剛・行場次朗 運動系列が逆行する事態で生じる時空間一貫性「

6 5 31のある仮現運動知覚」 日本認知心理学会第 回大会（千葉大学， 月

2008日 ，）

日高聡太・永井聖剛・行場次朗 静止刺激の一過的な消失によって駆動される運「

62 7 19 2008動知覚」 東北心理学会第 回大会（東北大学， 月 日 ，）

日高聡太・寺本渉・行場次朗・鈴木陽一 聴覚刺激によって変容する視覚運動刺「

激の視覚的痕跡 日本基礎心理学会第 回大会 東（ ）」 （Visible persistence 27

12 2008北大学， 月 ，）

引地博之・大渕憲一 「地域に対する愛着と協力：コミットメントと連帯感の効

61 9 6 , 2007.果」 東北心理学会第 回大会（岩手大学， 月 日）

引地博之・青木俊明・大渕憲一 地域に対する協力行動の要因：地域に対する評「

9 22価と愛着の効果」 日本社会心理学会第48回大会（早稲田大学， 月

, 2007.日）



引地博之, 大渕憲一：居住地に対する協力行動の促進要因：居住地への愛着と集団

志向性の効果, 東北心理学会第62回大会,(東北大学, 7月20日), 2008.

本多明生・仁平義明 「地理的情報処理尺度作成の試み： ・経路探索エラ. SDQ-S

58 , 2004.ーとの関係」 東北心理学会第 回大会

本多明生・仁平義明 「分かりにくいルート説明の特徴：ことばから地図化する.

68 , 2004.とき」 日本心理学会第 回大会

本多明生・仁平義明 地理的情報処理方略と経路探索エラー・タイプ 日本. 「 」

3 , 2005.認知心理学会第 回大会

本多明生・仁平義明 「ルート説明文と実際の経路探索行動：探索時の不安・移.

59 , 2005.動エラー」 東北心理学会第 回大会

本多明生・柴田寛・日高聡太・行場次朗・岩谷幸雄・鈴木陽一 頭部運動ならび「

にフィードバックが音源定位学習に及ぼす影響」 第 回音響工学研究会348

7 26 2007（東北大学， 月 日 ，）

本多明生・柴田寛・日高聡太・行場次朗・岩谷幸雄・鈴木陽一 音源定位学習に「

おけるフィードバック効果」 日本バーチャルリアリティ学会第 回大会12

9 21 , 2007（九州大学， 月 日）

本多明生・柴田寛・日高聡太・行場次朗・岩谷幸雄・鈴木陽一 音源定位学習に「

HIP2007 12 6おける頭部運動とフィードバックの効果」 （東北大学， 月

2007日 ，）

池田和浩・仁平義明 「楽しい記憶に変える－自伝的記憶のセルフ・コントロー.

2 , 2004.ル－」 第 回認知心理学会

池田和浩・仁平義明 「楽しい思い出に語り直す－記憶のセルフ・コントロール.

68 , 2004.－」 第 回日本心理学会

池田和浩・仁平義明 「自伝的記憶の長期にわたる語り直しの効果」 第 回認. 3

, 2005.知心理学会

池田和浩・仁平義明 「長期的な語り直しによる自伝的記憶の変容－語り内容そ.

69 , 2005.のものの検討－」 第 回日本心理学会

池田和浩・仁平義明 「肯定的な語り直しが自伝的記憶を構成する中心的な要素.

59 , 2005.に与える影響」 第 回東北心理学会

「 」池田和浩・仁平義明 自伝的記憶の肯定的語り直しにみられる 種類の変化2

4 8 1 , 2006認知心理学会第 回大会（中京大学， 月 日）

池田和浩 「自伝的広告が自伝的記憶に与える影響 」 北海道・東北心理学会第



10 9 30 , 2006回合同大会（東北福祉大学， 月 日）

池田和浩・仁平義明 「主観的視点による物語の想起が後の記憶課題に及ぼす影

5 5 27 , 2007響」 認知心理学会第 回大会（京都大学， 月 日）

池田和浩・仁平義明 物語の転換的語り直しがその後の記憶に与える影響 東「 」

61 9 7 , 2007北心理学会第 回大会（岩手大学， 月 日）

池田和浩・仁平義明 転換的語り直しがストーリーの記憶に与える影響 認知「 」

6 5 31 , 2008心理学会第 回大会（千葉大学， 月 日）

池田和浩・仁平義明 転換的語り直しがストーリーの記憶に与える影響―物語全「

72体としての出来事の感情価と語りの中に現れた感情表現の関連性― 第」

9 19 , 2008回日本心理学会（北海道大学， 月 日）

Imazai, K. Overall and Procedural Fairness in Alternative Dispute「

Resolution (ADR): Effects of Informational and Affective Support on

東北大学大学院文学研究科 世紀 プAcceptance of ADR Decision 21 COE」

, 2004.ログラム社会階層と不平等研究教育拠点ワークショップ

Imazai, K. Plurality Heuristic in Perceptions of Procedural Fairness in「

ADR: Effects of the Number of Mediators and the Distribution of

東北大学大学院文学研究科 世紀 プログラム社会階層Judgments 21 COE」

, 2004.と不平等研究教育拠点ワークショップ

今在景子･大渕憲一・今在慶一朗 「第三者介入における複数ヒューリスティッ.

45 , 2004.ク：介入者の人数と意見分布の効果」 日本社会心理学会第 回大会

稲垣成昭・渥美恵美・勅使河原麻衣・大渕憲一 社会的交流技能実習事前教育プ「

ログラムに関する研究－学生の自己評価と性格要因の検討― 第 回日本」 41

6 23 2007.作業療法学会（鹿児島市民文化ホール， 月 日 ，）

稲垣成昭・渥美恵美・勅使河原麻衣・大渕憲一 社会的交流技能実習事前教育プ「

ログラムに関する研究－学生自己評価（ 尺度 ）と実習指導者評定のSA Ver2

），関係―」 第 回日本作業療法学会（鹿児島市民文化ホール，６月 日41 23

2007.

井上英治・松川亮太・今野晃嗣・ ・吉原正人・島原直樹・伊藤愼Alexander Weiss

一・村山美穂 動物園におけるチンパンジーの性格評定および遺伝子型との．「

関連解析－予報－ ． （恩賜上野動物公園， 月 日 ，」 ）SAGA10 in Tokyo 11 17

2007

伊師華江・蒲池みゆき・行場次朗 「 動き」が笑顔の印象に及ぼす影響」 電子. 「



, 2004.情報通信学会

伊師華江・蒲池みゆき・ ・ 「顔ロボット の印象特Harold Hill Marcia Riley. CG

2 , 2004.性に関する検討」 第 回日本認知心理学会

. 3伊師華江・蒲池みゆき・瀧川えりな・細井聖 顔画像からの年齢判断 第「 」

, 2005.回日本認知心理学会大会

. 10伊師華江・行場次朗 動画を用いた表情オフセット時の視覚的慣性効果 第「 」

, 2005.回日本顔学会

加賀美常美代･大渕憲一 教育価値観尺度の開発と構造 日本社会心理学会第. 「 」

45 , 2004.回大会

. 69加賀美常美代･大渕憲一 教育価値観の構造：理論的考察 日本心理学会第「 」

, 2005.回大会

加賀美常美代･大渕憲一 多文化間の教育場面における葛藤解決方略と教育価値. 「

46 , 2005.観の関連」 日本社会心理学会第 回大会

柏瀬啓起・河地庸介 両安定性透明視図形を用いた自発的な注意状態の変化の検「

討」 日本視覚学会 年夏季大会（豊橋技術科学大学 月 日） ．2007 , 7 23 , 2007

川畑秀明・河地庸介・鈴木美穂・柴田理瑛・行場次朗 「俳句印象の心理的構造と

脳活動の対応」電子情報通信学会ニューロコンピューティング研究会（東北

, 10 23 , 2008.大学 月 日）

河地庸介・行場次朗 遮蔽帯を通過する運動物体の表象維持と漸増・漸減手が. 「

38 , 2005.かり」 第 回知覚コロキウム

河地庸介・行場次朗 「遮蔽された運動物体によって変容される事象知覚」 電.

(HIP), 2005.子情報通信学会

河地庸介・行場次朗 「遮蔽された運動対象の同一性維持に必要な視覚属性の検.

58 , 2004.討」 東北心理学会第 回大会

河地庸介・行場次朗 「遮蔽帯を通過する運動物体の表象の維持―表面特徴との.

2005 , 2005.関連性の検討―」 日本視覚学会 年冬季大会

河地庸介・行場次朗 「事象非関連物体により変容される事象知覚」 日本視覚.

2005 , 2005.学会 年夏季大会

河地庸介・行場次朗 「遮蔽された事象非関連運動物体により変容される事象知.

59 , 2005.覚」 東北心理学会第 回大会

「 」河地庸介・行場次朗 遮蔽された非関連運動物体により変容される事象知覚.

24 , 2005.日本基礎心理学会第 回大会



河地庸介・河邉隆寛・行場次朗 物体の特徴変化が事象知覚に及ぼす影響の時空「

25 , 6 9 , 2006.間特性」 日本基礎心理学会第 回大会（広島大学 月 日）

河地庸介・河邉隆寛・行場次朗 物体の特徴変化が事象知覚に及ぼす影響の時空「

60 , 10 1 , 2006.間特性」 東北心理学会第 回大会（東北福祉大学 月 日）

河地庸介・行場次朗 「主観的に消失した物体の による運動誘発盲からの解offset

61 , 9 7 , 2007.放」 東北心理学会第 回大会（岩手大学 月 日）

河地庸介・行場次朗 「主観的に消失した物体の物理的消去が解放する運動誘発

26 , 12 8 , 2007.盲」 日本基礎心理学会第 回大会（上智大学 月 日）

河地庸介・ ・櫻井研三・行場次朗 つの通過事象の軌道直交にPhilip M. Grove 2「

2008 , 1 23誘引される反発知覚」 日本視覚学会 年冬季大会（工学院大学 月

, 2008.日）

河地庸介・ ・櫻井研三・行場次朗 多重通過・反発刺激による二Philip M. Grove 「

72 , 9 19 , 2008.重結合問題」 日本心理学会第 回大会（北海道大学 月 日）

河地庸介・鈴木美穂・柴田理瑛・川畑秀明・行場次朗 「絵画印象の心理的構造と

脳活動の対応」電子情報通信学会ニューロコンピューティング研究会（東北

, 10 23 , 2008.大学 月 日）

河島三幸・山口浩 快適感についての心理生理学的研究 東北心理学会第. 「 」

58 , 2004.回大会

「 」河島三幸・阿部恒之 体型補整下着の着用決定に及ぼす心理学的特性の検討

14 14 , 2006日本感情心理学会第 回大会（広島修道大学，５月 日）

川嶋伸佳 血液型ステレオタイプに基づく偏見に関する語りの分析 北海道・「 」

10 10 1 , 2006.東北心理学会第 回合同大会（東北福祉大学， 月 日）

川嶋伸佳・大渕憲一 識別性欲求が社会的行動に与える効果 日本社会心理学「 」

48 9 22 , 2007.会第 回大会（早稲田大学， 月 日）

川嶋伸佳・大渕憲一 識別性脅威および充足が感情に及ぼす影響 東北心理学「 」

61 9 6 , 2007.会第 回大会（岩手大学， 月 日）

川嶋伸佳・ ・大渕憲一 「現代日本人の価値観： つの国不変信念Tin Aung Moe 2

62 7 20が抗議行動に及ぼす効果」 東北心理学会第 回大会（東北大学， 月

2008.日 ，）

川嶋伸佳・佐藤若菜 血液型性格判断に対する肯定的態度と偏見 日本社会心「 」

理学会第 回大会（かごしま県民交流センター， 月 ， ．49 11 2008）

菊地史倫・佐藤拓・仁平義明 「言語内容からのウソ認知：絶対的逸脱と状況的.



3 , 2005.逸脱」 日本認知心学会第 回大会

. 59菊地史倫・佐藤拓・仁平義明 「言語内容からのウソ判断」 東北心理学会第

, 2005.回大会

菊地史倫・佐藤拓・阿部恒之・仁平義明 ウソのジレンマ― ばれないこと と「 “ ”

4 8 2 , 2006“ ”」 （ ， ）赦されること 日本認知心理学会第 回大会 中京大学 月 日

60菊地史倫・佐藤拓・阿部恒之・仁平義明 「ウソのジレンマ」東北心理学会第

9 30 , 2006回大会（東北福祉大学， 月 日）

菊地史倫・佐藤拓・阿部恒之・仁平義明 生起確率操作によるウソの検討― 真「 “

15 5 20実性 と 許容性 日本感情心理学会第 回大会 大阪学院大学 月” “ ”」 （ ，

, 2007日）

菊地史倫・佐藤拓・阿部恒之・仁平義明 生起確率操作によるウソの検討―ウソ「

をつかれるときの信じることと赦すこと」 日本認知心理学会第 回大会5

5 26 , 2007（京都大学， 月 日）

菊地史倫・佐藤拓・阿部恒之・仁平義明 日常生活における利己的・利他的動機「

61 9 6 , 2007に基づくウソ」 東北心理学会第 回大会（岩手大学， 月 日）

菊地史倫・佐藤拓・阿部恒之・仁平義明 生起確率操作によるウソの検討―信じ「

71 9させることと赦してもらうこと」 日本心理学会第 回大会（東洋大学，

18 , 2007月 日）

菊地史倫・佐藤 拓・阿部恒之 利他的なウソが自己と他者の感情評価に及ぼす「

16 5 18 , 2008.影響」 日本感情心理学会第 回大会（吾妻女子大学， 月 日）

菊地史倫・佐藤 拓・阿部恒之 「強調語が利他的ウソの社会的機能に及ぼす影

6 6 1 , 2008.響」 日本認知心理学会第 回大会（千葉大学， 月 日）

菊地史倫・阿部恒之・庄司 耀・樋口貴弘 基本精油がもたらすストレス緩和効「

26 7 6果の生理心理学的検討」 日本生理心理学会第 回大会（琉球大学， 月

, 2008.日）

菊地史倫・庄司 耀・阿部恒之 「モラルと感情に関する探索的研究―新聞記事

モラルを問う への投書内容の検討― 日本心理学会第 回大会 北海「 」 」 （72

9 21 , 2008.道大学， 月 日）

北村康宏・樋口貴広・庄司健・田口澄恵・畑山俊輝 「香水が与える長期的な対.

12 ,2004.人効果の検討」 日本感情心理学会第 回大会

北村康宏・畑山俊輝 「自動車運転時における聴覚課題がドライバーに与える影.

69 , 2004.響」 日本交通心理学会第 回大会



北村康宏・畑山俊輝 「ドライバーに影響を与える作業負荷の検討－生理的・行.

, 2004.動的変化から－」 ヒューマン情報処理研究会

北村康宏・畑山俊輝 「自動車運転時における聴覚課題がドライバーに与える影.

58 , 2004.響－聴覚課題のドライバーの変化－」 東北心理学会第 回大会

北村康宏・樋口貴広・庄司健・田口澄恵・畑山俊輝 「香水使用による長期的印.

13 , 2005.象変化」日本感情心理学会第 回大会

北村康宏 「運転時の聴覚刺激反応課題がドライバーに与える生理的・行動的変.

3 , 2005.化」 日本認知心理学会第 回大会

北村康宏・菊地史倫・阿部恒之 アミラーゼ活性と覚醒水準のサーカディアンリ「

60 9 30 , 2006ズム」 東北心理学会第 回大会（東北福祉大学， 月 日）

今野晃嗣・仁平義明 飼い主の評定によるイヌとネコの気質尺度の開発 日本「 」

5 5 26 , 2007.認知心理学会第 回大会（京都大学， 月 日）

今野晃嗣・仁平義明 飼育下ニホンザル の気質測定 東北心「 」Macaca fuscata

61 9 7理学会第 回大会（岩手ホテルアンドリゾート盛岡グランドホテル， 月

, 2007.日）

藤本茉莉・小泉政今野晃嗣・日高聡太・丸山俊・柴田寛・栗原通世・田中章浩・

「母語と非母語の物語聴取時における脳活動の利・行場次朗・萩原裕子

による測定 ―成人と幼児の比較―」 第 回子ども学会議（日本子NIRS 4

9 15-16 , 2007.ども学会学術集会 （慶應義塾大学， 月 日））

今野晃嗣・仁平義明 イヌ とネコ の気質評定尺度「 ( ) ( )Canis familiaris Felis catus

の開発（ ： 次元尺度の信頼性と気質タイプ」 日本心理学会第 回大1 13 71）

9 19 , 2007.会（東洋大学， 月 日）

今野晃嗣・村山美穂・友永雅己・仁平義明 「動物園で暮らすニホンザル

野動物Macaca fuscataのパーソナリティ測定 恩賜上」 （SAGA10 in Tokyo

11 17 2007公園， 月 日 ，）

今野晃嗣・丸山俊・日高聡太・田中章浩・小泉政利・行場次朗・萩原裕子 英語「

活動経験が英語音素対聴取時における幼児の脳活動に及ぼす影響： によNIRS

8 8 2008る検討」 電子情報通信学会・思考と言語研究会（鬼首， 月 日 ，）

今野晃嗣・仁平義明 動物恐怖の獲得とその修正過程に関する調査 東北心理「 」

62 7 20 , 2008学会第 回大会（東北大学， 月 日）

今野晃嗣・仁平義明 イヌ恐怖とネコ恐怖の比較 日本心理学会第 回大会「 」 72

9 19 , 2008（北海道大学， 月 日）



小山香織・大渕憲一 メール相互作用の時間特性：印象形成における反応潜時「E

61 9 7 , 2007の役割」 東北心理学会第 回大会（岩手大学， 月 日）

Kumagai, T. The effects of distributive fairness and group identification on「

」 東北大学大学院文学研究科 世紀 プログthird party aggression 21 COE

, 2004.ラム社会階層と不平等研究教育拠点ワークショップ

Kumagai, T. The effects of fairness and group identification on third party「

東北大学大学院文学研究科 世紀 プログラム社会階層aggression 21 COE」

17 , 2004.と不平等研究教育拠点第 回ワークショップ

熊谷智博 非当事者攻撃に対する不公正の影響 東北大学大学院文学研究科. 「 」

世紀 プログラム社会階層と不平等研究教育拠点公正部門ワークショ21 COE

, 2005.ップ

熊谷智博・大渕憲一 「集団同一化と被害の公正知覚の非当事者攻撃に対する効.

59 , 2005.果」 東北心理学会第 回大会

熊谷智博・大渕憲一 「非当事者攻撃における公正と集団成員性の効果」 日本.

46 , 2005.社会心理学会第 回大会

熊谷智博・大渕憲一 非当事者攻撃に対する手続き的公正の効果 日本社会心理「 」

47 , 9 17 , 2006学会第 回大会（東北大学 月 日）

Kumagai, T. The effects of procedural fairness, group identification, and「

」 東北大学大学院文学group member’s opinion on third party aggression

研究科 世紀 プログラム 社会階層と不平等研究教育拠点ワークシ21 COE

, 10 22 , 2006ョップ（東北大学 月 日）

熊谷智博 公正判断に対する道徳ジレンマと潜在的自尊心の効果 日本社会心「 」

理学会第 回大会ワークショップ 公正研究の理論的展開と展望 早稲田大48 （

, 9 22 , 2007学 月 日）

丸山俊・河地庸介・行場次朗 「単眼奥行き手がかりの時間的特性についての検

討 東北心理学会第 回大会 岩手ホテルアンドリゾート盛岡グランドホ」 （61

9 7 , 2007テル， 月 日）

丸山俊・河地庸介・行場次朗 絵画的奥行き手がかりの時間的特性に関する検討「

62 7 19―マスクパターンの効果― 東北心理学会第 回大会 東北大学 月」 （ ，

, 2008日）

丸山俊・今野晃嗣・日高聡太・柴田寛・栗原通世・田中章浩・小泉政利・行場次

朗・萩原裕子 「英語活動経験が物語聴取時における幼児の脳活動に及ぼす



NIRS 8影響ー による検討ー 電子情報通信学会・思考と言語研究会 鬼首」 （ ，

8 2008月 日 ，）

丸山俊・今野晃嗣・日高聡太・柴田寛・小泉政利・行場次朗・萩原裕子 母語と「

非母語の物語聴取時における脳活動の による測定—幼児の英語活動経NIRS

72 9 19 2008験の観点から— 日本心理学会第 回大会 北海道大学 月 日」 （ ， ），

真覚健・伊師華江・足立智昭・幸地省子 口唇裂口蓋裂者の表出した笑顔に対. 「

, 2005.する認知」 電子情報通信学会

松崎博文・昼田源四郎・鶴巻正子 発達障害幼児の保護者支援の在り方と課題「

－福島大学「つばさ教室」でのペアレント・トレーニングの取り組みから

－ 第 回日本教育大学協会全国特殊教育部門合同研修会熊本大会年 熊」 （26

11 22 2007本大学， 月 日 ，）

「 」森丈弓 コンジョイント分析による性犯罪の悪質性の判断基準に関する研究

10 10 , 2006.北海道東北心理学会合同大会第 回大会（東北福祉大学， 月）

森丈弓・大渕憲一 非行少年用リスクツールの作成 日本心理学会第 回大「 」 71

9 , 2007.会（東洋大学， 月）

森丈弓・三浦秀徳 日本語版低自己統制尺度の信頼性と妥当性の検証 東北心「 」

61 , 2007.理学会第 回大会（岩手大学，９月）

森丈弓・大渕憲一 「３ リスクツールによる非行少年のリスクアセスメント」G

45 9 , 2007.日本犯罪心理学会第 回大会（福島大学， 月）

村田朱音・鶴巻正子・仁平義明 自閉傾向のある児童への包括的な学級支援－授「

業を阻害する発言に対する担任の働きかけ－」 日本自閉症スペクトラム学

7 9 13 2008会第 回研究大会（東北大学， 月 日 ，）

長崎芙美・上原俊介・大渕憲一 親密な人間関係と嫉妬：拒絶の敏感さが嫉妬反「

62 7 20 ,2008応に及ぼす影響 東北心理学会第 回大会 東北大学 月 日」 （ ， ）

長崎芙美・上原俊介・大渕憲一 親密な人間関係と嫉妬―拒絶の敏感さが嫉妬反「

49 11 2応に及ぼす影響―」 日本社会心理学会第 回大会（鹿児島大学， 月

,2008日）

中川知宏・大渕憲一 「集団同一化と集団志向性が非行に及ぼす影響」 東北心.

58 , 2004.理学会第 回大会

中川知宏・仲本尚史・山入端津由・大渕憲一 「集団同一化が集団志向性に及ぼ.

, 2004.す影響」 山形少年鑑別所

. , 2004.中川知宏 「青年期の集団が非行に及ぼす影響」 院生リーグ



中川知宏・仲本尚史・山入端津由・大渕憲一 「集団同一化と集団志向性が非行.

42 ,に及ぼす影響：一般群と非行群の比較」 日本犯罪心理学会第 回大会

2004.

中川知宏・仲本尚文・山入端津由・大渕憲一 「集団報酬が集団同一化に及ぼす.

43 , 2005.効果：一般群と非行群との比較」 犯罪心理学会第 回大会

大類純子・丹羽真一・仁平義明 「リズィリエンシーから見た摂食障害・統合失.

59 , 2005.調症・うつ病・人格障害患者の比較」 東北心理学会 回大会

大坂紘子 「児童養護施設の職員間関係における「だまし」の機能」 日本グル.

51 , 2004.ープ・ダイナミクス学会第 回大会

大坂紘子 「児童養護施設入所児童の不登校問題の施設内での対処 」 東北心. (1)

58 , 2004.理学会第 回大会

大坂紘子 「児童養護施設入所児童の不登校問題の施設内での対処 」 東北心. (2)

59 , 2005.理学会第 回大会

大坂紘子・高橋知久・小谷佐知・澤村岳人 うつ病入院患者の職場復帰事例―心「

理士による関わり」 第 回防衛衛生学会（陸上自衛隊三宿駐屯地衛生学校，53

2 6 2008.月 日）

大坂紘子・阿部眞理子・高橋知久・小谷佐知・宇都宮勝之 職場 家族 病院を「 、 、

含めた調整を行った心因性嘔吐の一例―心理士の関わり― 第 回防衛衛」 47

2 14 2008.生学会（小牧グランドホテル， 月 日）

. 58 , 2004.及川裕・熊谷智博 「社会的排斥と自滅的行動」 東北心理学会第 回大会

及川裕･大渕憲一 社会的排斥と ：暗黙の契約モデルに. Self-defeating behavior「

59 , 2005.よる検討」 東北心理学会第 回大会

奥田永・畑山みさ子 「外来音刺激が幼児の表出行動に及ぼす影響」 東北心理.

, 2004.学会

奥田永・仁平義明 「感情表出の制御ストラテジー―強調・抑制・マスキング.

, 2005.―」 東北心理学会

佐伯涼香・仁平義明 「留学に伴う異文化適応による感情の長期的変動」 日本

70 11 4 , 2006.心理学会第 回大会（福岡国際会議場， 月 日）

齋藤高史・大渕憲一 「日本人の葛藤回避：集合的勘違いからの検討」 東北大.

学大学院文学研究科 世紀 プログラム社会階層と不平等研究教育拠21 COE

, 2004.点臨時ワークショップ

齋藤高史･大渕憲一 葛藤回避と集合的勘違い：日本人の集団主義傾向における. 「



59 , 2005.個人差」 東北心理学会第 回大会

齋藤高史･大渕憲一 葛藤回避と集合的勘違い：自他の私的信念と行動反応にお. 「

46 , 2005.ける性差」 日本社会心理学会第 回大会

作田由衣子・行場次朗 「正立顔と倒立顔における印象と再認記憶の比較―顔の.

3 , 2005.性差に注目して―」 認知心理学会第 回大会

作田由衣子・行場次朗 「感性印象が再認に及ぼす影響― 種類の再認課題によ. 2

2 , 2004.る比較―」 認知心理学会第 回大会

作田由衣子・行場次朗 「色彩と図形の感性印象の相互作用と再認成績」 東北.

58 , 2004.心理学会第 回大会

佐々木智佳子 「集団間の類似度の違いがステレオタイプに与える影響：社会的.

59 , 2005.アイデンティティ理論の視点から」 東北心理学会第 回大会

佐々木智佳子･松崎友世･本間道子 「集団間の類似度の違いがステレオタイプに.

46与える影響：集団変動性の知覚を手がかりとして 日本社会心理学会第」

, 2005.回大会

佐藤智穂・阿部恒之 メーキャップが顔の知覚に及ぼす影響 東北心理学会第「 」

62 7 20 2008.回大会（東北大学， 月 日）

佐藤智穂・阿部恒之 アイシャドーが目の大きさ知覚に及ぼす影響 第 回「 」 13

10 11 2008.日本顔学会大会（東京大学， 月 日）

佐藤拓・仁平義明 陳述の虚偽検出に関する研究 －自己拡大のウソと他人を貶. 「

2 , 2004.めるウソの比較－」 日本認知心理学会第 回大会

佐藤拓・菊地史倫・仁平義明 「ウソはどのような言語内容から判断されるの.

3 , 2005.か？」 第 回認知心理学会

. 59 ,佐藤拓・仁平義明 「ウソの手がかりの信念と自信」 第 回東北心理学会

2005.

佐藤拓・仁平義明 「高度なウソのストラテジー― ウソ だと思って欲しい真. “ ”

“ ” 69 , 2005.実・ ウソ だとわかって欲しいウソ―」 第 回日本心理学会

佐藤拓・仁平義明 ウソ だと思って欲しい真実・ ウソ だとわかって欲しい「“ ” “ ”

4 8 2 , 2006ウソ」 日本認知心理学会第 回大会（中京大学， 月 日）

佐藤拓・仁平義明 「高度なウソのストラテジー： ウソ”だと思って欲しい真“

実・ ウソ”だとわかって欲しいウソ」 日本心理学会第 回大会（九州大“ 70

11 3 , 2006学， 月 日）

佐藤拓・仁平義明 ウソの手がかりに関する信念の性差 東北心理学会・北海「 」



10 9 30 , 2006道心理学会第 回合同大会（東北福祉大学， 月 日）

「 」佐藤拓・仁平義明・菊地史倫 ウソの手がかりの信念に対する性格特徴の影響

61 9 7 , 2007東北心理学会第 回大会（岩手大学， 月 日）

71佐藤拓・仁平義明 ウソの手がかりに関する信念の男女差 日本心理学会第「 」

9 18 , 2007.回大会（中京大学， 月 日）

佐藤 拓・仁平義明 言語からの虚偽検出：形態素解析と の判別力の比CBCA

6 6 1 2008.較」 日本認知心理学会第 回大会（千葉大学， 月 日）

佐藤拓・仁平義明 嘘のリバイズ：真実らしく見せるためのストラテジー 東北「 」

心理学会第 回大会（東北大学， 月 日） ．62 7 19 2008

佐藤拓・仁平義明 自閉症スペクトラム傾向と被害妄想的観念の関連性 日本自「 」

7 9 13 2008.閉症スペクトラム学会第 回大会（東北大学 月 日）

佐藤拓・仁平義明 嘘のリバイズ：練られた嘘は見抜くことは可能か？ 日本「 」

72 9 21 2008.心理学会第 回大会（北海道大学， 月 日）

柴田寛・杉山磨哉・鈴木美穂・金情浩・行場次朗・小泉政利 「日本語短距離か.

き混ぜ文における間接プライミング効果の減衰特性」 電子情報通信学会 思(

), 2005.考と言語研究会

柴田寛・行場次朗 「受け取り動作の制御と最適動作選択過程の検討」 日本認.

2 , 2004.知心理学会第 回大会

柴田寛・行場次朗 「様々な受け渡し行動に対する主観評価の測定」 東北心理.

58 , 2004.学会第 回大会

柴田寛・鈴木美穂・行場次朗 「物体の受け取り動作の適切さ評定と によ. NIRS

7 , 2005.る脳活動の測定」 第 回日本ヒト脳機能マッピング学会

柴田寛・行場次朗 「ダイナミックタッチによる手の到達可能範囲の予測」 東.

59 , 2005.北心理学会第 回大会

柴田寛・行場次朗 錘をつけた腕を振る条件と静止条件における腕の長さ知覚の「

4 8 2 , 2006差異」 日本認知心理学会第 回大会（中京大学， 月 日）

柴田寛・行場次朗 「 腕の長さ知覚に錘をつける位置が与える影響」 日本認知

23 8 3 , 2006科学会第 回大会（中京大学， 月 日）

柴田寛・行場次朗 腕の身体イメージの変化－錘の位置・錘の有無・腕の動き・「

60 10肘の位置が及ぼす影響－」 東北心理学会第 回大会（東北福祉大学，

1 , 2006月 日）

柴田寛・行場次朗 動的・静的条件における腕の長さ知覚の検討－錘の付与と肘「



HIP 12 8 ,の位置の効果－ 電子情報通信学会 研究会 東北大学 月 日」 （ ， ）

2006

柴田寛・行場次朗 二者間の協同動作の適切さを評定しているときの事象関連電「

5 5 27 , 2007位」 日本認知心理学会第 回大会（京都大学， 月 日）

「 」柴田寛・行場次朗 他者から手渡された物体を受け取る動作の適切さの検討

HIP 11 19 , 2007電子情報通信学会 研究会 （金沢工業大学， 月 日）

柴田寛・日高聡太・行場次朗・今泉修・松江克彦 二者間の協同動作を観察する「

視点と適切さ評価に関与する脳内基盤」 日本認知心理学会第 回大会（千6

5 31 2008葉大学， 月 日 ，）

柴田寛・日高聡太・行場次朗・今泉修・松江克彦 手渡された物体を受け取る動「

作の適切さと観察視点がの活動に及ぼす影響ー を用いた検討ー」 東NIRS

62 7 20 2008北心理学会第 回大会（東北大学， 月 日 ，）

柴田理瑛・河地庸介・行場次朗 「運動誘発盲（ ） をmotion-induced blindness

指標とした物体単一性の検討―空間範囲の限界測定―」 東北心理学 会

60 9 , 2006.第 回大会（東北福祉大学， 月）

柴田理瑛・河地庸介・行場次朗 物体の単一性に及ぼす知覚的群化の影響 ～「

を指標として ～」 ヒューマン情報処理研究会motion-induced blindness

12 7 , 2006.（東北大学， 月 日）

柴田理瑛・河地庸介・行場次朗 近接・閉合の要因が物体単一性に及ぼす影響―「

を指標として― 」 日本視覚学会（東 京工業大motion-induced blindness

1 31 , 2007.学， 月 日）

柴田理瑛・河地庸介・行場次朗 物体の知覚的消失に及ぼす知覚的群化要「

因の相互作用に関する定量的検討 東北心理学会第 回大会 岩手」 （61

9 7 , 2007.大学， 月 日）

柴田理瑛・河地庸介・行場次朗 「 を用いた近接・閉Motion-induced blindness

合手がかりが物体表象に及ぼす 相互作用の定量的検討」 ヒューマン情報処

, 12 6 , 2007.理研究会（東北大学 月 日）

柴田理瑛・河地庸介・行場次朗 物体の知覚的消失に及ぼす近接・閉合の 手「

26 12がかりの実効範囲の検討」 日本基礎心理学会第 回大会（上智大学，

8 , 2007.月 日）

柴田理瑛・河地庸介・矢入 聡・岩谷幸雄・行場次朗・鈴木陽一 運動誘発盲に「

より消失した視覚意識を復活させる短バースト音 東北大」 （応用音響研究会



, 8 4 , 2008.学 月 日）

庄司耀・阿部恒之 感情の適応的機能に関する研究 東北心理学会第 回大「 」 61

9 6 , 2007会（岩手大学， 月 日）

庄司耀・菊地史倫・阿部恒之 社会生活マナー形成における感情の役割―エスカレ「

16 5ータ乗車に関する調査― 日本感情心理学会第 回大会 大妻女子大学」 （ ，

17 18 2008.月 ， 日）

庄司耀・阿部恒之 睡眠中の香り接触による生理心理学的変化 東北心理学会第「 」

回大会（東北大学， 月 ， 日） ．62 7 19 20 2008

庄司耀・阿部恒之・菊地史倫・樋口貴広 ストレス課題に対する香りの認知的効果「

の検討―印象・嗜好の関連について― 日本心理学会第 回大会 北海道」 （72

大学， 月 ， ， 日） ．9 19 20 21 2008

. Semantic鈴木美穂・行場次朗・作田由衣子 「光トポグラフフィーによる

Differential 58 , 2004.課題時の脳内活動の測定」 東北心理学会第 回大会

「 」鈴木美穂・行場次朗 視覚‐触覚モダリティ間における単純接触効果の検討.

3 , 2005.日本認知心理学会第 回大会

鈴木結花・鈴木美穂・行場次朗 「テクスチャの触覚的粗さ判断に及ぼす聴覚情報

25 6 9 , 2006の影響について 日本基礎心理学会第 回大会 広島大学 月 日」 （ ， ）

鈴木結花・行場次朗 「クロスモーダル干渉の検討 ―聴覚刺激と触覚刺激を用い

10 9 30て―」 北海道・東北心理学会第 回合同大会（東北福祉大学， 月

, 2006日）

鈴木美穂・河地庸介・行場次朗 「絵画鑑賞時の知覚変容－ をlocation memory

71 , 9 18 , 2007.指標として－」 日本心理学会第 回大会（東洋大学 月 日）

鈴木結花・鈴木美穂・行場次朗 聴覚情報が触覚的粗さ知覚に及ぼす影響 ヒ「 」

12 5 , 2006ューマン情報処理研究会（東北大学， 月 日）

鈴木結花・柴田寛・福光優一郎・小泉政利・行場次朗・萩原裕子 幼児と成人に「

おける意味逸脱文聴取時の事象関連電位」 日本認知心理学会第 回大会5

5 26 , 2007（京都大学， 月 日）

鈴木結花・行場次朗 微細テクスチャの触覚的粗さ知覚におよぼす聴覚刺激の影「

響 東北心理学会第 回合同大会 岩手ホテルアンドリゾート盛岡グラン」 （61

9 6 , 2007ドホテル， 月 日）

鈴木結花・柴田寛・福光優一郎・小泉政利・行場次朗・萩原裕子 幼児と成人に「

おける事象関連電位を用いた意味処理の比較」 第 回日本子ども学会議4



9 15 , 2007（慶応大学， 月 日）

鈴木結花・行場次朗 触りに無関連な聴覚刺激が触覚的粗さ知覚におよぼす影響「

11 19 , 2007について」ヒューマン情報処理研究会（金沢工業大学， 月 日）

鈴木結花・柴田寛・福光優一郎・小泉政利・行場次朗・萩原裕子 日本語意味処「

理に関わる の幼児期における発達的変化と英語活動の影響 日本認知心ERP 」

6 6 1 2008理学会第 回大会（千葉大学， 月 日 ，）

鈴木結花・柴田寛・福光優一郎・小泉政利・行場次朗・萩原裕子 幼児期における「

母語意味処理の発達的変化と非母語活動の影響― を用いた縦断的検討ERP

TL2008-21, 49-54, ( 8 8 ) 2008―」 ホテルオニコウベ， 月 日 ，

鈴木結花「テクスチャ知覚における触覚・聴覚の相互作用（ワークショップ

72 ( 9 19「『 』 」）」 ，触 経験と多感覚統合 日本心理学会第 回大会 北海道大学 月

) 2008日 ，

戴伸峰・大渕憲一 「一般市民における少年犯罪原因認知傾向が少年法厳罰化の.

58 , 2004.賛成度に及ぼす効果」 東北心理学会第 回大会

戴伸峰・石毛博・山入端津由・大渕憲一 「少年犯罪の原因認知の研究：一般市.

, 2004.民と専門家の比較」 山形少年鑑別所

戴伸峰・大渕憲一 「被害体験と目撃経験が非行原因認知に及ぼす効果」 日本.

42 , 2004.犯罪心理学会第 回大会

戴伸峰・大渕憲一・黄富源 「台湾一般市民における非行原因認知、非行予測が.

43 , 2005.厳罰化態度に及ぼす影響」 日本犯罪心理学会第 回大会

高田奈緒美・大渕憲一 「葛藤解決における寛容性の研究：熟知性、親密性、帰.

58 , 2004.属、寛容動機」 東北心理学会第第 回大会

高田奈緒美・大渕憲一 「葛藤解決における寛容性の研究：熟知性、帰属、寛容.

45 , 2004.動機」 日本社会心理学会第 回大会

Takada N. & Ohbuchi K. Motives for Forgiving in Interpersonal Conflict:「

A Study with Japanese Students CSSI Workshop, 2004.」

Takada, N. Forgiveness and justice in conflict resolution: Research outline「

and agenda CSSI Workshop, 2005.」

Takada, N. Forgiveness and justice in conflict resolution: Can third party「

reduce the victim’s sense of injustice CSSI division of fairness」

Workshop, 2005.

Takada, N. Forgiveness in conflict resolution: Can the third party reduce「



the victim’s sense of injustice? 21 COE」 東北大学大学院文学研究科 世紀

1 16プログラム社会階層と不平等研究教育拠点ワークショップ（東北大， 月

日） ．, 2006

高田奈緒美・大渕憲一 紛争解決における寛容性の研究：第三者の責任帰属が寛「

47 9 17容性に与える影響」 日本社会心理学会第 回大会（東北大学， 月

日） ．, 2006

Takada, N. & Ohbuchi, K. Forgiveness and the role of audience in conflict「

resolution Oral presentation at the International Symposium」

(SendaiManagement of Social Problems and Justice in Group Contexts,

, 2006.Japan; March 4)

「 （ ）髙橋純一・河地庸介・行場次朗 空間位置情報処理における好み preference

62 7 19 , 2008の影響」 東北心理学会第 回大会（東北大学， 月 日）

髙橋純一・畠山孝男 視覚的探索と視空間ワーキングメモリの個人差 日本心「 」

72 9 21 2008理学会第 回大会（北海道大学， 月 日 ，）

「 」 東北大学Tamura, T. A Social Cognitive Study of Dehumanizing Labels

大学院文学研究科 世紀 プログラム社会階層と不平等研究教育拠点21 COE

19 , 2004.第 回ワークショップ

Tamura, T. An Experimental Study of The Effects of Dehumanizing Labels「

東北on Aggressive Behavior in a Fighting-type Video Game Situation」

大学大学院文学研究科 世紀 プログラム社会階層と不平等研究教育21 COE

4 , 2004.拠点第 回ワークショップ

田村達・大渕憲一 「非人間的ラベリングによる対象認知バイアスの検討」 東.

58 , 2004.北心理学会第 回大会

田村達・大渕憲一 「非人間的ラベリングの社会的認知的研究－対象の印象評価.

45におけるラベル評価への同化・対比効果の検討－ 日本社会心理学会第」

, 2004.回大会

田村達 非人間的ラベリングの認知機構 東北大学大学院文学研究科 世紀. 21「 」

COE ,プログラム社会階層と不平等研究教育拠点公正部門ワークショップ

2005.

「 」 東北大学大Tamura, T. Cognitive Mechanisms of Dehumanizing Labels

学院文学研究科 世紀 プログラム社会階層と不平等研究教育拠点第21 COE

16 , 2005.回ワークショップ



田村達・大渕憲一 「非人間的ラベリングの認知機構」 東北心理学会第 回大. 59

, 2005.会

田村達・大渕憲一 攻撃の合理性と非人間的ラベリング 日本社会心理学会第「 」

47 9 18 , 2006.回大会（東北大学， 月 日）

Tamura, T. Injustice Mechanisms of Dehumanizing Labels International「 」

Symposium of Tohoku University COE program, “The Center for the

Study of Social Stratification and Inequality” 11 25 ,（東北大学， 月 日）

2006.

東北大学Tamura, T. Mechanisms of Resistance to Dehumanizing Labels「 」

大学院文学研究科 世紀 プログラム社会階層と不平等研究教育拠点21 COE

3 12 , 2007.ワークショップ（東北大学， 月 日）

「 」 東北大学Tamura, T. Legitimacy of Aggression and Dehumanizing Labels

大学院文学研究科 世紀 プログラム社会階層と不平等研究教育拠点21 COE

7 23 , 2007.ワークショップ（東北大学， 月 日）

田村達・大渕憲一 「非人間的ラベルの対象判断とラベリングへの抵抗」 東北

61 9 6 , 2007.心理学会第 回大会（岩手大学， 月 日）

田村達・大渕憲一 攻撃の正当性と非人間的ラベリング： ラベリングによる攻「

48 9 22 , 2007.撃の合理化」 日本社会心理学会第 回大会（早稲田大学， 月 日）

丹治敬之・野呂文行・鶴巻正子 比較刺激に対する反応分化手続き導入による構「

成見本合わせ課題獲得の促進効果 日本行動分析学会第 回年次大会 横」 （26

8 9 2008浜国立大学， 月 日 ，）

丹治敬之・鶴巻正子 「 のある中学生に対する英単語の読み綴り指導－見ADHD

本合わせ手続きと構成見本合わせ手続きを導入した指導プログラム－」 日

46 2008 9 20本特殊教育学会第 回大会 山陰大会 鳥取大学・島根大学 月「 」（ ，

2008日 ，）

representational寺本渉・日高聡太・行場次朗・鈴木陽一 「聴覚情報が視覚的

momentum 10 2008に及ぼす影響」 聴覚研究会（神戸， 月 ，）

勅使河原麻衣・渥美恵美・稲垣成昭 「臨床実習における作業療法学生の対人葛

藤：指導者との葛藤場面の分類」 全国私立リハビリテーション学校連絡協

20 24 2007.議会第 回教育研究大会 （ホテル東京ガーデンパレス，８月 日 ，）

勅使河原麻衣・渥美恵美・稲垣成昭 「臨床実習における作業療法学生の対人葛

藤：対象者との対人葛藤の分類 第 回宮城県作業療法学会 東北文化」 （10



10 14 2007学園大学， 月 日 ，）

勅使河原麻衣・渥美恵美・稲垣成昭・村井則子 臨床実習における作業療法学生「

の対人葛藤：対象者への葛藤解決方略 第 回日本作業療法学会 長崎県」 （42

6 21 2008.立総合体育館， 月 日 ，）

勅使河原麻衣 渥美恵美 臨床実習における作業療法学生の対人葛藤：指導者へ、 「

の葛藤解決方略 全国私立リハビリテーション学校連絡協議会第 回教育」 21

8 22 2008.研究大会（松山全日空ホテル， 月 日 ，）

「 」 日本Tin Aung Moe An empirical study of cultural values in Myanmar

47 9 18 2006社会心理学会第 回大会（東北大学， 月 日 ，）

北海道・東北心理Tin Aung Moe The development of family values scale「 」

10 10 1 , 2006学会第 回合同大会（東北福祉大学， 月 日）

東北心理学会第Tin Aung Moe Value variations in Japan and Myanmar「 」

61 9 6 2007回大会（岩手大学， 月 日 ，）

日本Tin Aung Moe Value orientations of Myanmar University students「 」

48 9 24 2007社会心理学会第 回大会（早稲田大学， 月 日 ，）

Tin Aung Moe A cross-cultural study of values systems in Japan and「

Myanmar 62 7 20 2008」 東北心理学会第 回大会（東北大学， 月 日 ，）

鶴巻正子・仁平義明 否定的記述を含む測定が児童に及ぼす影響 日本特殊教「 」

46 2008 9 20 2008育学会第 回大会 山陰大会 鳥取大学・島根大学 月 日「 」（ ， ），

上原俊介・奥津慈子・大渕憲一 「対人規範の逸脱と怒り感情：高校生に対する.

Daily Report 45 , 2004.研究」 日本社会心理学会第 回大会

上原俊介・奥津慈子・大渕憲一 「対人葛藤における怒り感情： 法. Daily Report

58 , 2004.による規範の違反知覚と怒りの関係」 東北心理学会第 回大会

上原俊介・大渕憲一 「対人規範の違反と怒り感情：意図か？被害か？」 日本.

46 , 2005.社会心理学会第 回大会

上原俊介・大渕憲一 「対人規範の違反と怒り感情：共有的志向性が規範の違反.

59 , 2005.知覚に及ぼす影響」 東北心理学会第 回大会

上原俊介・大渕憲一 欲求伝達可能性の判断が怒り表出に及ぼす影響：人間関係「

の調整効果を中心に」 北海道・東北心理学会第 回合同大会（東北福祉大10

10 1 , 2006.学， 月 日）

上原俊介・大渕憲一・中川知宏 対人規範の違反と怒り感情：怒りに対する規範「

70 11 5 , 2006.の構造分析」 日本心理学会第 回大会（九州大学， 月 日）



上原俊介 「ひとが偽善に動機づけられるとき：男女差の検討 東北心理学会第

61 9 6 , 2007.回大会（岩手大学， 月 日）

上原俊介・岡田卓也 欲求に対する責任は利他的動機を生み出すか？共有的志向「

71 , 2007.性が偽善動機づけに及ぼす影響」 日本心理学会第 回大会

上原俊介・岡田卓也 「人はなぜ道徳的に振る舞えないのか？偽善動機づけが道.

48 9徳的振る舞いに及ぼす影響」 日本社会心理学会第 回大会（東洋大学，

20 , 2007.月 日）

上原俊介・長崎芙美・船木真悟 対人規範の違反と怒り感情：拒絶の敏感さが怒「

62 7 20 , 2008りに及ぼす効果 東北心理学会第 回大会 東北大学 月 日」 （ ， ）

上原俊介・大渕憲一・船木真悟 対人規範の違反と怒り感情：欲求に対する責任「

72 9 19が怒りに及ぼす効果」 日本心理学会第 回大会（北海道大学， 月

, 2008日）

上原俊介・中川知宏・古畑麻紗子・船木真悟・長崎芙美 偽善動機づけが反社会「

的行動に及ぼす影響：コスト脅威の知覚に注目して」 日本社会心理学会第

49 11 2 , 2008回大会（鹿児島大学， 月 日）

山本雄大・小松さくら・大渕憲一 社会システムと社会権力に対する認知が性差「

61 9 6別行動正当化に及ぼす影響」 東北心理学会第 回大会（岩手大学， 月

, 2007日）

山本雄大・大渕憲一 潜在的ステレオタイプが評価極性効果に与える影響 社「 」

48 ( 9 24 ) ,2007会心理学会第 回大会 早稲田大学， 月 日

山本雄大・大渕憲一 「 」 東北心理学女性への優遇措置が課題遂行に与える影響

62 7 20 2008.会第 回大会（東北大学， 月 日）

山本雄大・小松さくら・大渕憲一 慈悲的性差別への接触が課題遂行量に与える「

49 11 3 4 , 2008影響」 社会心理学会第 回大会（鹿児島大学， 月 日～ 日）



３３３３ 大学院生大学院生大学院生大学院生・・・・学部生学部生学部生学部生のののの受賞状況受賞状況受賞状況受賞状況

年度2005

鈴木美穂 第 回日本認知心理学会優秀発表賞（新規性部門）受賞、(DC) 3

東北大学総長賞 受賞

佐伯涼香（学部学生） 東北大学総長賞受賞

年度2006

河地庸介 日本基礎心理学会第 回大会優秀発表賞受賞(DC) 25

年度2007

日高聡太 他 第 回日本認知心理学会優秀発表賞（発表力評価部門）(DC) 5

菊地史倫 他 第 回日本感情心理学会優秀発表賞(DC) 15

荒木剛 東北大学総長賞受賞(DC)

河地庸介 電子情報通信学会ヒューマンコミュニケーション賞(DC)

山本雄大 日本社会心理学会若手研究者奨励賞(DC)

４４４４ 日本学術振興会研究員採択状況日本学術振興会研究員採択状況日本学術振興会研究員採択状況日本学術振興会研究員採択状況

年度 名 （ 名、 名、 名）2004 2 DC1 0 DC2 2 PD 0

年度 名 （ 名、 名、 名）2005 2 DC1 0 DC2 2 PD 0

年度 名 （ 名、 名、 名）2006 1 DC1 0 DC2 1 PD 0

年度 名 （ 名、 名、 名）2007 2 DC1 1 DC2 1 PD 0

年度 名 （ 名、 名、 名）2008 2 DC1 2 DC2 0 PD 0

５５５５ 留学留学留学留学・・・・留学生受留学生受留学生受留学生受けけけけ入入入入れれれれ

５５５５−−−−１１１１ 大学院生大学院生大学院生大学院生・・・・学部学生等学部学生等学部学生等学部学生等のののの留学数留学数留学数留学数

年度 学部 計 名 ニューサウスウェルズ大学（オーストラリア）2004 1

年度 学部 計 名 カリフォルニア大学（アメリカ合衆国）2005 1

年度 学部 計 名 カリフォルニア大学（アメリカ合衆国）2008 1



（（（（学部学部学部学部・・・・大学院大学院大学院大学院））））５５５５−−−−２２２２ 留学生留学生留学生留学生のののの受受受受けけけけ入入入入れれれれ状況状況状況状況

６６６６ 社会人大学院生社会人大学院生社会人大学院生社会人大学院生のののの受受受受けけけけ入入入入れれれれ数数数数

７７７７ 専攻分野出身専攻分野出身専攻分野出身専攻分野出身のののの研究者研究者研究者研究者・・・・高度職業人高度職業人高度職業人高度職業人

７７７７−−−−１１１１ 専攻分野出身専攻分野出身専攻分野出身専攻分野出身のののの研究者研究者研究者研究者

年度 熊谷智博（東北大学）2004

年度 金地美知彦（八戸大学）2005

八田武俊（岐阜医療科学大学）

本多明生（いわき明星大学）

伊師華江（宮城高専）

中川知宏（東北福祉大学）

鈴木美穂（日本学術振興会）

年度 北村康宏（鉄道総合技術研究所）2006

作田由衣子（早稲田大学）

大類純子（愛知学院大学）

年度 荒木剛（東北大学）2007

柴田寛（日本学術振興会）

1587計

42208

32107

20206

32105

32104

計大学院学部年度

651計

11008

22007

22006

10105

計後期課程前期課程年度

00004



７７７７−−−−２２２２ 専攻分野出身専攻分野出身専攻分野出身専攻分野出身のののの高度職業人高度職業人高度職業人高度職業人

年度 名2004 2

年度 名2005 1

年度 名2006 0

年度 名2007 1

年度 名2008 1

８８８８ 客員研究員客員研究員客員研究員客員研究員のののの受受受受けけけけ入入入入れれれれ状況状況状況状況

なし

９９９９ 外国人研究者外国人研究者外国人研究者外国人研究者のののの受受受受けけけけ入入入入れれれれ状況状況状況状況

なし

１０１０１０１０ 刊行物刊行物刊行物刊行物

（年刊）Tohoku Psychologica Folia

１１１１１１１１ 学会学会学会学会・・・・研究会研究会研究会研究会・・・・講演会講演会講演会講演会・・・・シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム等等等等のののの開催開催開催開催・・・・事務局等引事務局等引事務局等引事務局等引きききき受受受受けけけけ状況状況状況状況

東北心理学会事務局（ ～ 年度：現在継続中）2004 2008

みやぎ発達支援の会事務局（ 年度～ 年度）2003 2005

日本認定心理士会北海道・東北支部第 回研修会兼みやぎ発達支援の会第 回10 5

研究会 年 月 日：講師 大類純子 摂食障害に関する新しい研究（ 「2006 1 13

の動向 ）」

１２１２１２１２ 専攻分野主催専攻分野主催専攻分野主催専攻分野主催のののの研究会等活動状況研究会等活動状況研究会等活動状況研究会等活動状況

年度2004

電子情報通信学会ヒューマン情報処理研究会（ 年 月 日、 日：2004 12 16 17

「感性情報処理および人間情報処理一般 ）」

グループダイナミックス研究会（ 年 月 日）2004 8 4

年度2005

電子情報通信学会ヒューマン情報処理研究会（ 年 月 日、 日：2005 12 15 16

「感性情報処理および人間情報処理一般 ）」



視覚心理学研究会（ 年 月 日： 両眼視研究の最前線 ）2006 3 28 「 」

グループダイナミックス研究会（ 年 月 日、 年 月 日）2005 7 11 2006 3 4

年度2006

日本社会心理学会第 回大会（ 年 月 、 日）47 2006 9 17 18

グループダイナミックス研究会（ 年 月 日、 年 月 日）2006 11 25 2007 3 24

年度2008

日本自閉症スペクトラム学会第 回研究大会（ 年 月 、 日）7 2008 9 13 14

日本感性福祉学会第 回大会（ 年 月 日）8 2008 11 16

日本基礎心理学会第 回大会（ 年 月 、 日）27 2008 12 6 7

１３１３１３１３ 組織組織組織組織としてのとしてのとしてのとしての研究研究研究研究・・・・教育活動教育活動教育活動教育活動にににに関関関関するするするする過去過去過去過去5555年間年間年間年間のののの自己点検自己点検自己点検自己点検とととと評価評価評価評価

心理学専攻分野としての研究活動 教育活動ともに 毎年 着実な努力と進展がみ、 、 、

られる。本分野では、2005年3月に一人の教員（畑山俊輝教授）が定年により退職し、

後任教員（阿部恒之准教授）が2005年8月に着任した。2001年度から2005年度まで、学

部学生 大学院生は文学部・文学研究科内で最も所属院生・学生数が多い専攻分野の一、

つである。

Tohoku1933年以来、心理学研究室では、日本で最も古い欧文心理学学術誌として『

』誌を刊行している。2007年で、巻数は62巻を数える。本誌は、古Psychologica Folia

くから心理学の国際的抄録誌 の収録対象誌であり 同時に『 』 、Psychological Abstracts

データベース の収録対象誌になっている 海外からの投稿論文も掲載され『 』 。PsycLIT

ている。継続的な国際発信の努力のあらわれであるといえる。

心理学専攻分野では 教員の研究は質量ともに優れた水準にあり その結果は教育に、 、

効果的に反映されている 幸い教員の定員が５名であるために 学生の研究のニーズに。 、

応じられる教育領域の幅広さが確保されている。

課程博士の授与数は過去5年間で14人であり 毎年 後期課程の定員3にほぼ見合った、 、

数の課程博士を輩出している。

大学院生が国際学会において発表を行った件数は合計68件に及び 文学研究科でも突、

出している これは 国内の各大学が国際学会を開催する努力をしてきたことにも起因。 、

するが 自発的に国外で発表を行う大学院生の増加をも反映しているといえる 学内に、 。

おける本専攻分野の学生の評価も高く 2005年度は 特に優れた学生に授与される東北、 、

大学総長賞に 大学院生・学部学生ともに同じ心理学専攻から選ばれている 2007年度、 。

も大学院生が総長賞を受賞した また 2005～8年の間に 7人の大学院生がそれぞれの。 、 、



、学会で学会賞を受賞したことは、特筆に価する。社会人大学院生も、大学教員のほか

医師、看護師など近接領域からの入学もみられる。

国外からの留学生も学部学生 大学院生とも例年コンスタントに受け入れており 国、 、

際貢献を果たしている。

官公庁や産業界 自治体 教育界からの貢献の要請にも 共同研究や研修講師 講演、 、 、 、

および特別講義、各種委員などのさまざまなかたちで、十二分に応えている。

（（（（2004200420042004年度年度年度年度～～～～2008200820082008年度年度年度年度））））ⅢⅢⅢⅢ 教員教員教員教員のののの研究活動研究活動研究活動研究活動

１１１１ 教員教員教員教員のののの論文発表等論文発表等論文発表等論文発表等

１１１１−−−−１１１１ 論文論文論文論文

仁平義明教授

池田忠義・吉武清実・仁平義明・山中亮・佐藤静香 東北大学における学生支「

援としての予防教育 『東北大学教育研究センター年報 、第 号， 、」、 』 11 45-54

2004

仁平義明 大学カウンセリングセンターのインテークではどのような問題チェッ「

クリストを使用したらよいか 、 『東北大学大学院教育学研究科臨床心理相」

. 2 1-6 2004談室紀要』 第 巻、 、

仁平義明・佐藤静香 適応的完全主義 と 不適応的完全主義 －予防教育の. 「「 」 「 」

30 1-8 2004視点から－ 『東北大学学生相談所紀要 、第 号、 、」、 』

仁平義明 初回面接後にクライアントがカウンセリングを継続するかどうかを「

Tryon 30 9-12 2004決める要因： の研究 東北大学学生相談所紀要 第 号」、『 』、 、 、

仁平義明「 注意・熟練・知識」の三拍子はエラーを防げるか？－書字のスリップ「

－ 、 大山正・丸山康則編『ヒューマン・エラーの科学－なぜ起こるか、ど」

う防ぐか 医療・交通・産業事故－ 麗澤大学出版会 年 月、 』 、 、47-48 2004 4

」、仁平義明 「 大学アカデミック・ハラスメント協議会の展望－ 年 月－5 2004 7

『 アカデミック・ハラスメント」防止等対策のための５大学（北海道大「

学・東北大学・東京大学・東京工業大学・九州大学 合同研究協議会 第１回）

報告書 、 年 月』 5-10. 2004 7

仁平義明・一言哲美 「セクシュアル・ハラスメントの背景： 善意のハラサ“

ー 『東北大学学生相談所紀要 、第 号、 、 年 月” 31 11-18 2005 3」、 』

小澤麻美・仁平義明 男性は女性よりも高低差に敏感か－東北大学植物園を歩い「

た記憶－ 『平成 年度東北大学大学院理学研究科附属植物園利用研究成果」、 16



報告書 、 、 年 月 日』 1-2 2005 3 11

，米田英嗣・仁平義明・楠見 孝 「物語理解における読者の感情；予感， 共感

75 6 479-486, 2005違和感の役割 『心理学研究 、 巻第 号、」、 』

仁平義明 セクシュアル・ハラスメントの訴えを男性は女性よりも信用しない：「

」、 』 、O’donohue O’Hara 32 29-31と の研究 『東北大学学生相談所紀要 、 号、

年 月2006 3

池田忠義・吉武清實・高野明・佐藤静香・関谷佳代・仁平義明 予防教育とし「

ての講義「学生生活概論」が受講者に及ぼす影響―予防の効果及び学生相談

32 1-8.所に対する認識に焦点を当てて 東北大学学生相談所紀要 号」 『 』、 、

年 月2006 3

高野明・吉武清實・池田忠義・佐藤静香・関谷佳代・仁平義明 東北大学にお「

32ける修学支援を中心としてピア・サポート 東北大学学生相談所紀要」、『 』、

号、 、 年 月9-16 2006 3

遠山智子・吉武清實・池田忠義・佐藤静香・関谷佳代・ 仁平義明・菊池武剋

「大学生の「大学適応」と「居場所」の関係に関する研究 『東北大学学生」、

相談所紀要 、 号、 、 年 月』 32 17-24 2006 3

「 「 」仁平義明 大学生の思考の柔軟性は低下したか― ルーチンスの水差し問題

の解： 年間の変化― 『東北大学高等教育開発推進センター紀要 、第１15 」、 』

号、 、 年 月99-108 2006 3

池田忠義・吉武清實・高野明・佐藤静香・関谷佳代・仁平義明 学生相談の支援「

活動における水準と視点―面接室における支援と面接室から踏み出しての支

83-90 2006援― 『 東北大学高等教育開発推進センター紀要 、第１号、 、」、 』

年 月3

高野明・吉武清實・池田忠義・佐藤静香・関谷佳代・仁平義明 学生相談活動に「

おける情報提供のあり方についての検討―学生が求める情報の質的分析から

91-97 2006 3― 東北大学高等教育開発推進センター紀要 第１号 年」、『 』、 、 、

月

大類純子・丹羽真一・仁平義明 リズィリエンシーからみた摂食障害・統合失調「

48, 6, 681-684, 2006症・うつ病・人格障害患者の比較」 『精神医学』,

年 月6

Kikuchi, F., Sato, T., & Nihei, Y. What speech contents do people use to「

detect deceit? Tohoku Psychologica Folia 65, 37-44, 2006」 『 』,



Ohrui, J. & Nihei, Y. The change of resiliency with the recovery from eating「

disorders Tohoku Psychologica Folia 65, 95-98, 2006」『 』,

Sato, T. & Nihei, Y. Effects of lie-catchers’ confidence on their beliefs about「

deception cues Tohoku Psychologica Folia 65, 99-108, 2006」 『 』,

仁平義明 発達障害について説明するとき―説明を通して何を目指すか 児「 」 『

童心理 （臨時増刊 ） 年 月』 No.849 , 2006 10

Journal仁平義明 リジリエンシーを育てる口腔成育 矯正臨床ジャーナル「 」 『 （

』 年 月of Orthodontic Practice） , 2007 1

神尾陽子・仁平義明 「自閉症の認知研究の現在―特集号の企画にあたって」

『心理学評論』 （神尾陽子・仁平義明編集 特集「自閉症の認, Vol.50,No.1,

知研究の現在 ） 年 月」 , 2007 7

, 50 (1),仁平義明・神尾陽子 「自閉症者の「並外れた才能」再考」 『心理学評論』
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Hidaka, S., Kawachi, Y., & Gyoba, J. Analyses of Internal Depth「

Information of 3-D Objects in Apparent Motion Path Tohoku」 『

Psychologica Folia 65 1-9 2006』， ， ，

Suzuki, Y., Suzuki, M., & Gyoba, J. Effects of auditory feedback on tactile「

roughness perception Tohoku Psychologica Folia 65 225-232 2006」『 』， ， ，

鈴木美穂・行場次朗・山口浩・川畑秀明・小松紘 モダリティ･ディファレンシャ



, , 77, 464-470, 2006.ル法による形容詞対の感覚関連性の分析 心理学研究

Sakuta & Gyoba, 2006 Effects of affective impressions on recognizing upright

and inverted faces. Tohoku Psychologica Folia 65 57-72 2006『 ， ， ，』

Wade, N. J., Sakurai, K., and Gyoba, J. Guest editorial essay: Whither「

Wundt? Perception . Vol 36(2) 2007, 163-166.」 『 』

Honda, A., Shibata, H., Gyoba, J., Saitou, K., Iwaya, Y., & Suzuki, Y.

Transfer effects on sound localization performances from playing a「

」 『 ， ，virtual three-dimensional auditory game Applied Acoustics 68』

， ．885-896 2007

Shibata, H., Suzuki, M., & Gyoba, J. Cortical activity during the recognition「

『 ， ， ， ．of cooperative actions NeuroReport 18 697-701 2007」 』

Kawachi, Y., Kawabe, T., & Gyoba, J. Spatiotemporal integration of object「

features in the stream/bounce event perception The Japanese Journal」『

of Psychonomic Science , 25(2), 273-274, 2007.』

作田由衣子・伊師華江・中原幸枝・赤松茂・行場次朗 顔の印象が持つ加算的・「

, 7, 1-11.非加算的特性の印象変換ベクトル法による検証 『日本顔学会誌』」

柴田寛・行場次朗 「他者から手渡された物体を受け取る動作の選択」 『生態

2008心理学研究 ，』

Hidaka, S., Kawachi, Y., & Gyoba, J. Depth Representation of Moving 3D「

Objects in Apparent Motion Path Perception 2007」 『 ，』

Mochizuki, M., Tashiro, M., Gyoba, J., Suzuki, M., Okamura, N., Itoh, M.,

and Yanai, K. Brain activity associated with dual-task management「

differs depending on the combinations of response modalities. Brain」『

Research , 2007』

Suzuki, M. & Gyoba, J. Visual and tactile cross-modal mere exposure「

effects. Cognition & Emotion 2007」 『 』

Hidaka, S., Shigeta, R., Kawachi, Y., Sakuta, Y., & Gyoba, J. Speed and「

」consistency of sound-color association in a colored-hearing test

Tohoku Psychologica Folia , 66, 68 74, 2007.『 』 –

Honda, A., Shibata, H., Gyoba, J., Saitou, K., Iwaya, Y., & Suzuki, Y.

Transfer effects on sound localization performances from playing a「

」 『 ， ，virtual three-dimensional auditory game Applied Acoustics 68』



， ．885-896 2007

Kawachi, Y., Kawabe, T., & Gyoba, J. Spatiotemporal integration of object「

features in the stream/bounce event perception The Japanese Journal」『

of Psychonomic Science , 25(2), 273-274, 2007.』

Hidaka, S., Kawachi, Y., & Gyoba, J. Depth Representation of Moving 3D「

Objects in Apparent Motion Path Perception , 37, 688 703, 2008」『 』 –

Suzuki, M. & Gyoba, J. Visual and tactile cross-modal mere exposure「

effects. Cognition & Emotion , 22, 147 154, 2008.」 『 』 –

Suzuki, M. Okamura, N., Kawachi, Y. Tashiro, M., Arao, H., Hoshishiba, T.,

Gyoba, J., Yanai, K. Discrete cortical regions associated with the「

musical beauty of major and minor chords � Cognitive, Affective, &」 『

Behavioral Neuroscience , 8(2), 126-131, 2008.』

Kawachi, Y. and Gyoba, J. Physical offset of an invisible object can release「

visual awareness from motion-induced blindness The Japanese」 『

Journal of Psychonomic Science , in press.』

Suzuki, Y., Gyoba, J., & Sakamoto, S. (in press) Selective effects of auditory

stimuli on tactile roughness perception. Brain Research.

河地庸介・行場次朗 「視覚的事象の知覚に関する最近の研究動向：物体同一性、

, .因果性、通過・反発事象の知覚」 『心理学評論』 印刷中

柴田寛・行場次朗 「他者から手渡された物体を受け取る動作の選択」 『生態

心理学研究 （印刷中 ．』， ）

日高聡太・行場次朗 「仮現運動事態で内的に形成される運動物体表象」 『心理

学評論』 印刷中．,

阿部恒之准教授（2004～2005年7月の期間は前務地での業績）

阿部恒之 子規のちょん髷・龍馬のブーツ―化粧の中の西洋と日本 資生堂「 」 『

, 16, 164-177, 2004.企業資料館研究紀要・おいでるみん』

, 36(1),阿部恒之 身近な行為を見つめる科学―化粧心理学 皮膚と美容「 」 『 』

2-6, 2004.

阿部恒之 容貌の色彩コントロールによる自他への心理効果 日本香粧品科「 」 『

, 28(2), 146-147, 2004.学会誌』



Abe, T. Psychological aspects of skincare in Japan: A review Tohoku「 」 『

Psychologica Folia , 63, 53-60, 2004.』

Abe, T. Odor, information and new cosmetics: The ripple effect on life by「

aromachology research Chemical Senses , 30, (suppl) 1, i246-i247,」 『 』

2005.

阿部恒之 「サクセスフルエイジング―加点法の美意識の提案」 『人間生活工

, 6(1), 14-17, 2005.学』

, 35(11), 15-21, 2006.阿部恒之 「メーキャップの心理学」 『ファインケミカル』

Oda, Y., Abe, T., Takano, R., Tatsuta, A., & Nakamura, M. A model of the「

relationship between psychosocial variables and diurnal cortisol rhythm

」under chronic stress by using structural equations

Behaviormetrika , 34(1), 45-57, 2007.『 』

阿部恒之・高野ルリ子 「色彩と容貌印象の心理学的関連」 『日本香粧品学会

, 31(3), 157-162, 2007.誌』

Kikuchi, F. Sato, T Effects of a personal relationship between deceiver・ 「

and lie-receiver on ratings of veracity and forgiveness Tohoku」『

Psychologica Folia 66 40-45 2007.』 ， ，

菊地史倫・佐藤拓・阿部恒之・仁平義明 生起確率の異なるウソが真実性と赦し「

15(1) ,97-105 2008の評価に及ぼす影響 『感情心理学研究』 ，」

44(5) 443-447 2008阿部恒之 「心理学にとっての化粧 『ファルマシア』 ， ，」

阿部恒之 「化粧心理学の芽生えから今日まで 『フレグランスジャーナル』」

36(5), 108-110 2008.，

阿部恒之・佐藤智穂 心理学で読み解くメーキャップ―色彩・錯視・顔の認知・「

25(10) 39-45 2008.魅力 『バイオインダストリー』 ， ，」

阿部恒之・大川恵・高野ルリ子 容貌の印象形成に及ぼす過般化の影響－顔だち「

8 87-96 2008.マップの理論的基盤に関する実験的検討 『日本顔学会誌』 ， ，」

辻本昌弘准教授

辻本昌弘 「アルゼンチン移民の頼母子講と金融機関」 『いわき明星大学人文学

, 17, 118-129, 2004.部研究紀要』

辻本昌弘 資源交換と共同体：講集団の社会心理学的研究 東北大学文学研究「 」『



, 55, 64-76, 2005.科研究年報』

辻本昌弘 「アルゼンチンにおける日系人の頼母子講：一般交換による経済的適応

, 5, 165-179, 2006.戦略」 『質的心理学研究』

辻本昌弘・國吉美也子・與久田巌 沖縄の講集団にみる交換の生成 社会心「 」 『

, 23, 2007.理学研究』

Tsujimoto, M. Economic adaptation and ethnic cooperation: The rotating「

savings and credit association of the Japanese in Buenos Aires Latin」『

American Studies , 16,241-267, 2008.』

辻本昌弘 地域社会の事例による交換の検討 難民キャンプ設置による社会変動「 」『

への地元の対応に関する学際的研究―北西ケニア・トゥルカナ地方カクマ周

辺地域 社会心理学と人類学の共同調査― 科学研究費補助金研究成果報告、 』（

, 270-290, 2008.書 （研究代表者 作道信介））

荒木剛助教（2008年度以降の業績）

なし

１１１１−−−−２２２２ 著書著書著書著書・・・・編著編著編著編著

仁平義明教授

＜単著＞

仁平義明『百人のモナリザ－俳句から読む心理学』 ブレーン出版 年 月, 2006 9

＜共同編著＞

畑山俊輝・仁平義明・大渕憲一・行場次朗・畑山みさ子 感情心理学パースペク『

ティブズ－感情の豊かな世界』 北大路書房、 年 月2005 2

2005相川恵子・仁平義明 子どもに障害をどう説明するか ブレーン出版『 』 、

年 月5

仁平説子・仁平義明 アクロニムで覚える自閉症とアスペルガー障害の対応のち『

がい』 ブレーン出版 年 月, 2006 4

箱田裕司・仁平義明（編著 『嘘とだましの心理学－戦略的だましからあたたかい）

嘘まで』 有斐閣 年 月, 2006 7

阿部恒之・大渕憲一・行場次朗・辻本昌弘・仁平義明 『心理学の視点 』 国20

際文献印刷社 年 月, 2007 4



＜分担執筆＞

仁平義明「 注意・熟練・知識」の三拍子はエラーを防げるか？－書字のスリップ「

） 、－」 大山正・丸山康則（編 『ヒューマン・エラーの科学－なぜ起こるか

どう防ぐか、医療・交通・産業事故－』 麗澤大学出版会 年 月, 2004 4

仁平義明 「エラーはどのようにして見逃されるか―エラーの検知と修正のモデ

ル 仲真紀子編 認知心理学の新しいかたち 誠信書房 47-72 2005年12」、 『 』、 、 、

月

仁平説子・仁平義明 障害理解と自己理解：自己理解 柘植雅義・秋田喜代美・「 」

納富恵子・佐藤紘昭 編 自立をめざす生徒の学習・メンタル・進路指導―（ ）『

中学・高校におけるＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症等の指導―』東洋館出版

社 年 月, 2007 1

仁平義明・仁平説子 障害理解と自己理解：クラスメイトへの障害理解促進 柘「 」

植雅義・秋田喜代美・納富恵子・佐藤紘昭 編 自立をめざす生徒の学習・（ ）『

メンタル・進路指導―中学・高校におけるＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症等

の指導―』東洋館出版社 年 月, 2007 1

仁平義明 「嘘は真実からの逸脱か？―二分法を超えて」 仁平義明編『嘘の臨

床・嘘の現場 （現代のエスプリ ） 至文堂 年 月』 481 , 2007 8

仁平義明 「抑圧という自己欺瞞はあるか」 仁平義明（編 『嘘の臨床・嘘の現）

場 （現代のエスプリ ） 至文堂 年 月』 481 , 2007 8

仁平義明 記憶植えつけ実験はゆるされるか―ジム・コウアンが巻き込まれた嵐「

のような出来事」 仁平義明（編 『嘘の臨床・嘘の現場 （現代のエスプリ） 』

） 至文堂 年 月481 , 2007 8

宮崎謙一・仁平義明 モーツァルトは頭を良くするか― モーツァルト効果 を「 「 」

めぐる科学とニセ科学 仁平義明 編 嘘の臨床・嘘の現場 現代のエス」 （ ）『 』（

プリ 、至文堂 年 月481 , 2007 8）

佐藤拓・仁平義明 「言葉から嘘を見分ける―ＣＢＣＡとＲＭによる判別」 仁

481 , 2007 8平義明 編 嘘の臨床・嘘の現場 現代のエスプリ 至文堂 年（ ）『 』（ ）

月

仁平義明・佐藤拓 「嘘は女性の方が上手か」 仁平義明（編 『嘘の臨床・嘘の）

現場 （現代のエスプリ ） 至文堂 年 月』 481 , 2007 8

仁平義明・仁平説子 障害理解と自己理解：クラスメイトへの障害理解促進 柘「 」

植雅義・秋田喜代美・納富恵子・佐藤紘昭 編 自立をめざす生徒の学習・（ ）『



メンタル・進路指導―中学・高校におけるＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症等

の指導―』東洋館出版社 年 月, 2007 1

仁平説子・仁平義明 「障害理解と自己理解：自己理解」柘植雅義・秋田喜2007

代美・納富恵子・佐藤紘昭 編 自立をめざす生徒の学習・メンタル・進路（ ）『

指導―中学・高校におけるＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症等の指導―』東洋

136-139.館出版社、

大渕憲一教授

＜単著＞

, 2006.大渕憲一 『思春期の心』 ちくまプリマー新書

, 2006.大渕憲一 『犯罪心理学：犯罪の原因をどこに求めるのか』 培風館

＜共同編著＞

,大渕憲一 編 日本人の公正観：公正は個人と社会を結ぶ絆か？ 現代図書（ ） 『 』

2004

畑山俊輝・仁平義明・大渕憲一・行場次朗・畑山みさ子 編 感情心理学パー（ ）『

, 2005スペクティブズ：感情の豊かな世界』 北大路書房

海保博之・楠見孝（監修 、佐藤達哉・岡市廣成・遠藤利彦・大渕憲一・小川俊樹）

, 2006.（編） 『心理学総合事典』 朝倉書店

『 』Ohbuchi, K. ( ) Social justice in Japan: Concepts, theories and paradigms編

Melbourone: Trans Pacific Press, 2007.

阿部恒之・大渕憲一・仁平義明・行場次朗・辻本昌弘 心理学の視点 国際『 』20

, 2007.文献印刷社

,原純輔・佐藤嘉倫・大渕憲一（編著 『社会階層と不平等』放送大学教育振興会）

．2008

大渕憲一（編 『紛争と葛藤の社会心理学』 北大路書房 ．） , 2008

大渕憲一（編著） 『感情教育：臨床・発達・教育・文芸の世界にみる感情と醇

化 （現代のエスプリ 号） 至文堂 ．』 494 , , 2008

＜分担執筆＞

大渕憲一 もめごとにひそむ 尊重 と 自尊心 アエラムック コミュ「 「 」 「 」」 『

, pp. 40-43, 2004ニケーション学が分かる』 朝日新聞社

大渕憲一 「社会的問題解決と心理学：紛争解決に貢献するために」 下山晴彦

( ), , pp. 197-217, 2005編著 『心理学論の新しいかたち』 誠信書房



大渕憲一 「攻撃性と社会的勢力」 潮村公弘・福島治（編） 『社会心理学概

, 53-62, 2007.説』 北大路書房

行場次朗教授

＜共同編著＞

畑山俊輝・仁平義明・大渕憲一・行場次朗・畑山みさ子（編） 『感情心理学パー

, 2005.スペクティブズ：感情の豊かな世界』 北大路書房

Gyoba, J. Investigation of Klee’s paintings based on the ‘mind-design「

model F. Maeda (Ed.) Paul Klee als Seelenforshcher Center for」 『 』

Integrated Research on the Mind KEIO University. 2007.

行場次朗・鈴木美穂・作田由衣子 Gregoryの 心のデザイン モデルによる視「 「 」

覚芸術作品の分類の試み 野口薫 編 美・感性・ゲシュタルト知覚 日」 （ ）『 』

2007.本大学文理学部 叢書.

阿部恒之･大渕憲一･行場次朗･辻本昌弘･仁平義明 『心理学の視点20』国際文献印

2007.刷社

Honda, A., Shibata, H., Hidaka, S., Iwaya, Y., Gyoba, J., & Suzuki, Y.

Transfer effects on auditory skills from playing virtual「

three-dimensional auditory display games In B. N. Weiss (Ed), New」 『

Research on Acoustics, Hauppauge , NY: Nova Science Publishers, in』

press

＜分担執筆＞

行場次朗 「感性印象の測定」 中村捷（編 『人文科学ハンドブック』 東北）

, 2005.大学出版会

阿部恒之准教授

＜共同編著＞

阿部恒之・大渕憲一・行場次朗・辻本昌弘・仁平義明 心理学の視点20 国際『 』

2007.文献出版，

＜分担執筆＞

阿部恒之 「化粧と感情・健康」 畑山俊輝（編集代表 『感情心理学パースペク）

pp.116-122 2005ティブズ』 北大路書房， ，



阿部恒之 暗黙のドレスコード 資生堂企業資料館 編 日本の化粧文化―化「 」 ）『(

, pp.43-80 2007粧と美意識』 資生堂企業文化部 ，

阿部恒之 「化粧」 二木鋭雄（編 『ストレスの科学と健康』 共立出版， ，） pp189-193

2008

阿部恒之 感情 感覚・知覚 文化と商品開発―マキアージュに込められた感動「 、 、

を探る」 山田冨美雄（編 『プチ感動を呼ぶ商品開発（仮 』 あいり出版，） ）

校正中・ 発行予定08/12

辻本昌弘准教授

＜共同編著＞

阿部恒之・大渕憲一・行場次朗・辻本昌弘・仁平義明 『心理学の視点20』 国際

, 2007.文献印刷社

＜分担執筆＞

辻本昌弘 「関連する文書を調べる 」 無藤隆・やまだようこ・南博文・麻生.

, pp. 120-125, ,武・サトウタツヤ 編 ワードマップ質的心理学 新曜社（ ）『 』

2004.

,辻本昌弘 感情と文化 畑山俊輝 編 感情心理学パースペクティブズ「 」 （ ）『 』

pp. 32-36, , 2005.北大路書房

辻本昌弘 社会化 潮村公弘・福島治 編 社会心理学概説 北大路書「 」 （ ） 『 』

, pp.140-147, 2007.房

荒木剛助教（2008年度以降の業績）

なし

１１１１−−−−３３３３ 翻訳翻訳翻訳翻訳、、、、書評書評書評書評、、、、解説解説解説解説、、、、辞典項目等辞典項目等辞典項目等辞典項目等

仁平義明教授

仁平義明 「都市とカラス 、東北都市学会編 『東北都市事典 、仙台共同印刷」 』

283-284 2004.発行、 、

仁平義明（分担訳）ジュスリン＆スロボダ編『音楽と感情の心理学 （大串健吾監』

Negative emotions in music making: The problem of訳 、第７章「）

performance anxiety , , 2008.」を担当 誠信書房



大渕憲一教授

大渕憲一 攻撃行動 中島義明・繁桝算男・箱田裕司 編 『新・心理学の基礎知. ( ),

, pp. 374-375, 2005.識』 有斐閣

海保博之・大渕憲一 「心理学：用語の解説」 『現代用語の基礎知識 』 自2006

由国民社 ．, pp. 994-998, 2006

大渕憲一・熊谷智博（訳） （編） 『コンフリクト』 培M. Jones & A. Fabian

, 2007.風館

大渕憲一 蔓延する自己愛の超越に向けて：利他的関心の受け皿必要 北海道新「 」

聞「時代相 ４ （ 月 日付 ， ．2005< > 1 7 2005」 ）

大渕憲一 通学路の監視強化を 朝日新聞全国版 子どもを守る 広がる不安「 」 「

有効な対策は （ 月 日付 ， ．」 ）12 18 2005

大渕憲一 濃密すぎる家族の絆と内向きの関心 北海道新聞 自分とは？自己愛「 」 「

とは？④ （ 月 日付 ， ．」 ）1 10 2007

大渕憲一 レイプ神話尺度 氏原寛・岡堂哲雄・亀口憲司・西村洲衛男・馬場禮「 」

, 815-817, 2007子・松島恭子（編 『心理査定実践ハンドブック ，創元社） 』

大渕憲一 特別に肥大した 自己愛 ：怒りに向ける対象が社会全体に 公明新「 」“ ”

聞「解説ワイド：青年による無差別殺人の背景（識者に聞く （ 月 日）」 4 17

付 ， ．） 2008

大渕憲一 肥大する自己愛に危惧 北海道新聞 相次ぐ無差別殺人 月 日「 」 「 」（5 14

付 ， ．） 2008

(Martin Jones and Andrew Fabian大渕憲一・熊谷智宏（訳 『コンフリクト』）．

(Eds.), Darwin College Lecture Series, Vol. 18: Conflict. Cambridge

University Press, 2006), , 2007.培風館

行場次朗教授

行場次朗 「知覚世界 （他 項目） 森敏昭・中條和光（編 『認知心理学キー」 ）9

, 2005.ワード』 有斐閣

行場次朗 ヒューマンビジョン 他 項目執筆 人工知能学会 編 人工知「 」 （ ）『3

, 2005.能辞典』 共立出版

行場次朗 「感覚･知覚と感性」大山正･今井省吾･和気典二･菊地正（編 『新編・）

2007知覚心理学ハンドブック』誠信書房，

行場次朗 「知覚」 海保博之･楠見孝（監修 『心理学辞典』朝倉書店）



阿部恒之准教授

阿部恒之 「傳田光洋著『皮膚は考える （岩波科学ライブラリー， 」への』 ）2005

, 31, 2006.書評 『日本顔学会ニューズレター』

辻本昌弘准教授

辻本昌弘 「 著，杉万俊夫・矢守克也・渥美公秀（監訳 「もう一つK. J. Gergen ）

の社会心理学―社会行動学の転換に向けて （ナカニシヤ出版 ）への書」 , 1998

, 5, 278-280, 2006.評」 『質的心理学研究』

１１１１−−−−４４４４ 口頭口頭口頭口頭・・・・ポスターポスターポスターポスター発表発表発表発表

仁平義明教授

＜学会シンポジウム・ワークショップ・国際学会＞

仁平義明 日本心理学会ワークショップ「日本の風景・建築の中の錯視 エコロジ-

カル・イリュージョンの世界」企画・司会、 年 月 日2004 9 14

仁平義明 日本基礎心理学会第 回大会 シンポジウム「基礎と臨床：共通の言23

語を求めて」 指定討論、新潟 朱鷺メッセ、 年 月 日2004 11 26

thA. Honda Y. Nihei Anxiety and behavior during wayfinding 6＆ 「 」

Tsukuba International Conference on Memory: Memory and Emotion:

Tsukuba, Japan, 13-15 March 2005

仁平義明 日本認知心理学会第３回大会シンポジウム 時間・空間・感動：その緩「

慢な喪失を考える 、指定討論、金沢大学、 年 月 日」 2005 5 28

仁平義明 日本認知心理学会第３回大会シンポジウム｢記憶を測る｣ 企画者・指定、

討論者、金沢大学、 年 月 日2005 5 29

仁平義明 日本心理学会第 回大会ワークショップ「ゆるしと和解の進化・発69

達・文化 、講演『ゆるしの日韓比較／加害者が求めるゆるしと被害者のゆる」

し 、慶応大学、 年 月 日』 2005 9 12

Ikeda, K., & Nihei, Y. Repeated retelling of autobiographical memory 4th「 」

International Conference On Memory, ,(Sydney, Australia: July 18)

2006

仁平義明 日本虐待防止学会第 回学術集会みやぎ大会 分科会「リジリエンシ12

ー（回復力）を促進する―世代間連鎖を断つために― 、講演「虐待とリジリ」



12 9 , 2006.エンシーをめぐる研究と実践の現状 （仙台国際センター， 月 日）」

「 」仁平義明 平成18年度科学技術振興調整費 重要政策課題への機動的対応の推進

“日本人が身に付けるべき科学技術の基礎的素養に関する調査研究 世紀21

の科学技術リテラシー像 人間科学・社会科学専門部会シンポジウム 講演” 、

大学生の思考の柔軟性は低下したか－ルーチンスの水差し問題の解：15年間「

3 19 , 2007.の変化 （東京大学駒場キャンパス， 月 日）」

仁平義明 日本情報ディレクトリ学会 シンポジウム ヒューマン・エラーの背景「

と情報ディレクトリの役割 講演 日常のエラー と 高安全必要度場面」、 「“ ” “

9 1 , 2007.のエラー （ＬＥＣ東京リーガルマインド水道橋本校， 月 日）”」

Murakawa, Y., & Nihei, Y. Achieving a ‘Good’ Death in Cancer Patients --「

Perceptions among Healthcare Professionals in Japan The 9th World」

Congress of Psycho-Oncology ( ) 2007.London, England; Sep. 16-20

仁平義明 日本心理学会第 回大会 ワークショップ 俳句の魅力 －創作と71 2「 （ ）

9 19 , 2007.読みへの心理学的アプローチ 、指定討論者（帝京大学， 月 日）」

仁平義明 日本心理学会第 回大会 ワークショップ「カウンセリング対話を科71

1 9 19 , 2007.学する（ ）－非言語行動の分析－ 、指定討論者（帝京大学， 月 日）」

Nihei, Y., & Konno, A. Development of a temperament scale for dogs and「

cats: (1) Sub-scale reliability and temperament types 11th International」

( ),Conference on Human-Animal Interactions Tokyo, Japan；October 6-8

2007.

Konno, A., & Nihei, Y. Development of a temperament scale for dogs and「

cats: (2) A factor analysis and a cross-species comparison 11th」

(Tokyo, Japan；OInternational Conference on Human-Animal Interactions

, 2007.ctober 6-8)

仁平義明 日本認知心理学会安全心理研究部会研究会講演 防災教育のために認「

4 ( 12 1 ),知心理学ができること― 種類の防災知識の形成」 立教大学 月 日

2007.

仁平義明 日本情報ディレクトリ学会九州支部シンポジウム 偽 について：人は「 」

なぜ嘘をつくのか だまされるのか？ 講演 偽 について：人はなぜだまさ、 「 」

れるのか？ アクロス福岡 日本認定心理士会九州・沖縄支部共催 月 日( ; , 2 15

, 2008.）

仁平義明 第 回全国保健管理研究集会東北地方研究集会 特別講演 「学生の46



人間力育成のパラダイム・シフト―ハーディネス 心の頑強さ からリジリエ（ ）

, ( , 7 24 ), 2008.ンシー（心の回復力）へ―」 仙台国際センター 月 日

仁平義明 日本学術会議「脳と意識」分科会主催シンポジウム「社会脳 」2008

; ,8 2講演 「だまされる心 （ 京都大学 日本ワーキングメモリ学会共催 月」

, 2008.日）

仁平義明 日本心理学会第 回大会ワークショップ「カウンセリングを科学する72

2 9 19 , 2008.（ 」 指定討論者 （北海道大学 月 日））

＜国内学会での一般研究発表＞

省略

大渕憲一教授

＜講演・シンポジウム：国際学会＞

Ohbuchi, K. & Takaku, S. Appeasement and forgiveness in social conflict「

resolution An invited symposium at the 28th International Congress of」

Psychology (ICP2004) (August 10, Beijing International Convention

Center, Beijing, China), 2004

Ohbuchi, K. & Takada, N. Egocentric and altruistic motives of forgiveness「

in interpersonal conflicts Paper presented at a symposium,」

Appeasement and forgiveness in social conflict resolution , the 28th『 』

International Congress of Psychology (ICP2004) (August 10, Beijing

International Convention Center, Beijing, China), 2004

Takaku, S., Lee, Y. T., Weiner, B., & Ohbuchi, A cross-cultural examination「

of perceptions of apology, responsibility, and justice: The U.S.S.

Greenville accident and the E-P3 airplane accident Paper presented at」

a symposium, Appeasement and forgiveness in social conflict『

resolution , the 28th International Congress of Psychology (ICP2004)』

(August 10, Beijing International Convention Center, Beijing, China),

2004

Ohbuchi, K. & Saito, T. Cognitive causes of conflict avoidance among「

Japanese: An approach from pluralistic ignorance Paper presented at」

the symposium, Harmony and conflict in Asian Societies , the 6th『 』

Biennial Conference of the Asian Association of Social Psychology (April



2, Victoria University, Wellington, New Zealand), 2005

Ohbuchi, K. Chair of the keynote speech by K. Leung, “Asian social

psychology: Achievements, threats, and opportunities,” the 6th Biennial

Conference of the Asian Association of Social Psychology (April 4,

Victoria University, Wellington, New Zealand), 2005

Takada, N. & Ohbuchi, K. Forgiveness and the role of audience in conflict「

resolution Paper presented at the International Symposium」

Management of Social Problems and Justice in Group Contexts, the

Center for the Study of Social Stratification and Inequality (Tohoku

University, Sendai Japan; March 4), 2006.

Ohbuchi, K., Atsumi, E., & Takaku, S. Do people reject apology of group「

harms: A cross-cultural consideration? Paper presented at the」

Symposium, “Conflict, Harmony and Apology in Cross-Cultural

Encounter,” the 18th International Conference of the International

Association for Cross-Cultural Psychology (Isle of Spetes, Greece; July

13), 2006.

大渕憲一 「日本における性犯罪対策の新しい試み」 年犯罪問題国際討論会2006

（中正大学，台湾， 月 日 ， ．11 9 2006）

大渕憲一 「社会的排斥と暴力：実験社会心理学的検討」 年暴力犯罪心理と2007

10 13 , 2007.矯正国際シンポジウム （玄奘大学社会科学院，台湾， 月 日）」

Ohbuchi, K. Japanese’ conflict on justice: Fairness principles and social講演「

」ideals Workshop “Justice in Cultural Context.” (Duke University, USA,

8 9 ), 2007.月 日

Komatsu, S. & Ohbuchi, K. Relationship between Interpersonal Conflict講演「

Styles and Personality among Japanese undergraduate students The」

Invited Symposium at the International Conference on Learning

Competency (Seoul, Korea, 1 18 ), 2008.月 日

＜講演・シンポジウム・ワークショップ：国内学会等＞

Special大渕憲一 「公正の社会心理学」 土木学会土木計画学発表会春大会

公正研究の展開と公正受容への応用：社会心理学に基づく合意形成Session『

6 5 , 2004の進め方 （ 月 日、神戸大学）』

( ) 68大渕憲一 企業の社会的責任と心理学の役割 指定討論 日本心理学会第「 」 ．



9 12 , 2004回大会公開シンポジウム（ 月 日、関西大学）

( ) 68大渕憲一 社会科学における人間観とその役割 指定討論 日本心理学会第「 」 ．

9 13 , 2004回大会シンポジウム（ 月 日、関西大学）

大渕憲一 「社会的合意形成の心理学 （指定討論 ．日本心理学会第 回大会」 ） 68

9 13 , 2004ワークショップ（ 月 日、関西大学）

大渕憲一 「現代の若者の問題行動に何ができるか：非行・犯罪・迷惑行為への

社会的心理学的アプローチ 指定討論 日本社会心理学会第 回大会ワー」（ ）． 46

9 25 , 2005クショップ（ 月 日、関西学院大学）

大渕憲一 ワークショップ 政策の公正評価と合意形成 指定討論 日本社会心「 」（ ）

47 9 18 , 2006.理学会第 回大会（東北大学， 月 日）

大渕憲一 「犯罪理論と近年の実証研究の動向」日本犯罪心理学会平成 年度九18

12 2 , 2006.州地区研究会（福岡市市民福祉プラザ， 月 日）

Ohbuchi, K. Management of social problems and justice inシンポジウム企画「

東北group contexts Tohoku University COE International Symposium. (」

, 3 4 ), 2006.大学川内キャンパス 月 日

大渕憲一 ワークショップ・コメンテーター 政策の公正評価と合意形成 日本社「 」．

47 9 18 , 2006.会心理学会第 回大会（東北大学川内キャンパス、 月 日）

大渕憲一 講演「性犯罪の心理とその再犯予防、社会的排斥と不適応：実験的検

討 「暴力の原因：攻撃は本能か」いわき明星大学特別講義（いわき明星大学、」

11 20-21 , 2006.月 日）

Ohbuchi, K. Justice, responsibility and uncertainty inシンポジウム企画「

」 東北social conflicts Tohoku University COE International symposium (

, 11 25 ), 2006.大学川内キャンパス 月 日

18大渕憲一 講演「犯罪理論と近年の実証研究の動向」 日本犯罪心理学会平成

, 12 2 , 2006.年度九州地区研究会（福岡市市民福祉プラザ 月 日）

シンポジウム企画「 」Ohbuchi, K. Forgiveness and justice in social relations

東北大学川内キャンパTohoku University COE International Symposium (

, 3 24 ), 2007.ス 月 日

Ohbuchi, K. Inequality issues in Hongワークショップ企画・コメンテーター「

東北大学川内キャンパKong Tohoku University COE Special Workshop (」

, 12 2 ), 2007.ス 月 日

Ohbuchi, K. Intergroup relations andワークショップ企画・コメンテーター「



東北大学川内social fairness Tohoku University COE Special Workshop (」

, 3 22 ), 2008.キャンパス 月 日

大渕憲一 ワークショップ・コメンテーター 発達領域における攻撃研究の新展開「

(2) 72 , 9：健康・適応との関連をみる」日本心理学会第 回大会（北海道大学

月 日 ， ．21 2008）

＜国際学会での一般研究発表＞

Kumagai, T. & Ohbuchi, K. Third party aggression: Effects of collaboration「

and group membership Poster presented at the British Psychological」

Society Annual Conference 2004 (April 16, Imperial College, London),

2004

Imazai, K., Ohbuchi, K. & Imazai, K. “Plurality heuristic” in perceptions of「

procedural fairness in ADR: Effects of the number of mediators and the

distribution of judgments Paper presented at the 17th Annual Meeting」

of International Association for Conflict Management (June 9,

Pittsburgh), 2004

Tai, S-F, Ohbuchi, K. & Huang, F, F-Y. The casual perception of juvenile「

delinquency: The comparison of Japanese and Taiwanese Paper」

presented at the XVII International Congress of International

Association for Cross-Cultural Psychology (August 2-6, Xi’an, China),

2004

Atsumi, E., Ohbuchi, K., Iwatani, A., & Abe Japanese psychiatric patients’「

self-efficacy and their performance and adaptive functions in

occupational therapy Poster presented at the 28th International」

Congress of Psychology (ICP2004) (August 13, Beijing International

Convention Center, Beijing, China), 2004

Kumagai, T. & Ohbuchi, K. Effects of group membership and uncertainty「

on third party aggression Poster presented at the 5th Biennial」

Convention of the Society for the Psychological Study of Social Issues.

(June 26, Washington Court Hotel, Washington, DC), 2004

Kumagai, T. & Ohbuchi, K. Laboratory study of third party aggression and「

the escalation of inter-group conflicts Paper presented at the European」

Association of Experimental Social Psychology Small Group Meeting,



War and Peace: Social Psychological Approaches to Armed Conflicts and

Humanitarian Issues. (September, Geneva, Switzerland), 2004

Kumagai, T. & Ohbuchi, K. Third party aggression and unfairness: the「

effects of uncertainty and attention to social group Poster presented at」

International Society for Research on Aggression XVI World Meeting.

(September 21,Santorini, Greece), 2004

Oikawa, Y., Kumagai, T. & Ohbuchi, K. Social exclusion and the「

self-defeating behavior: Examination by the self-regulatory resource

model Poster presented at International Society for Research on」

Aggression XVI World Meeting (September 21, Santorini, Greece), 2004

Tamura, T. & Ohbuchi, K. An experimental study of the effects of「

dehumanization labels on aggressive behavior in a fighting-type video

game situation Poster presented at the 6th Annual Meeting of the」

Society of Personality and Social Psychology (January 21, New Orleans),

2005

Ohbuchi, K. & Atsumi, E. Public evaluation and acceptance of public「

enterprise policies in Japan: Evaluative clusters, political parties, and

residential areas Paper presented at the 18th Annual Conference of」

International Association of Conflict Management (June 14, Seville,

Spain), 2005

Kumagai, T. & Ohbuchi, K. The effects of group identification and fairness「

of harm on third party aggression Poster presented at the 14th」

General Meeting of the European Association of Experimental Social

Psychology (July 22, Würzburg, Germany), 2005

Kumagai, T. & Ohbuchi, K. The effects of procedural fairness on group「

identification and third party aggression Poster presented at the」

Annual Conference of the British Psychological Society (Cardiff, Wales,

UK; March 30), 2006.

Tamura, T., & Ohbuchi, K. Cognitive Mechanisms of Dehumanizing「

Labels Poster presented at the Annual Conference of the British」

Psychological Society, (Cardiff, U.K.; March, 31), 2006.

Kumagai, T. & Ohbuchi, K. The effects of procedural fairness, group「



」identification, and group member’s opinion on third party aggression

Poster presented at the European Association of Experimental Social

Psychology Medium Size Meeting on Current Research on Group

Perception and Intergroup Behavior : The Role of Motivational Processes

(9th Jena Workshop on Intergroup Processes) (Schloss Oppurg,

Germany; June 30), 2006.

Takada, N. & Ohbuchi, K. Forgiveness in Conflict Resolution: Familiarity,「

Attribution, and Motives for Forgiveness Paper presented at the 3rd」

Biennial Conference of the International Association for Relationship

Research. (Crete, Greece July 9.), 2006.；

Tamura, T., & Ohbuchi, K. The moderating effect of rationality of「

aggression between dehumanizing labels and aggression Poster」

presented at the Society for Personality and Social Psychology 8th

Annual Meeting, (Memphis, Tennessee, USA; January 27), 2007.

Nakagawa, T., & Ohbuchi, K. Effect of collective and individual low「

self-control and group identification on collective problem behavior The」

British Psychological Society (York, United Kingdom, 3 21 ), 2007.月 日

Ohbuchi, K. & Atsumi, E. Avoidance as a long-range strategy in「

」organizational conflicts: Its functionality and “Good Fellow” image The

2008 Conference of International Association of Conflict Management

(Renaissance Chicago Hotel, Chicago, USA, 7 5 ), 2008.月 日

Nakagawa, T., Nakamoto, N., Kuniyoshi, M., Mori, T., Yamanoha, T., &

Ohbuchi, K. Effect of perceived group discrimination and permeability「

of group boundaries on group identification The International Society」

for Research on Aggression (Budapest, Hungary, 6 11 ), 2008.月 日

Tamura, T., & Ohbuchi, K. The effect of dehumanizing labels on aggression「

and justification for the behavior The International Society for」

Research on Aggression (Budapest, Hungary, 6 11 ), 2008.月 日

＜国内学会での一般研究発表＞

省略

行場次朗教授



＜講演・シンポジウム＞

行場次朗 「視覚心理学と絵画作品」 筑波大学 世紀 『こころを解明す21 COE

1 , 2004.る感性科学の推進』 第 回公開シンポジウム（招待講演）

行場次朗 グレゴリーの｢心のデザイン｣モデルによる絵画作品の分類の試み 日「 」

本大学『美・感性・ゲシュタルト知覚に関するタスク・フォース （招待講』

, 2004.演）

行場次朗 「 の「心のデザイン」モデルによる視覚芸術作品の分類R.L. Gregory

の試み 慶應義塾大学 世紀人文科学 プログラムシンポジウム 実験」 『21 COE

, 2005.美学の展開 （招待講演）』

松川順子･行場次朗 「画像認知の新展開：知覚的完成化と視覚美」日本認知心理

3 , 2005.学会第 回大会シンポジウム（企画）

行場次朗 カニッツァ錯視への多様なアプローチ 日本心理学会第 回大会「 」 69

, 2005.ワークショップ（指定討論者）

行場次朗 化社会のヒューマンファクター 東北心理学会第 回大会ワー「 」IT 59

, 2005.クショップ（指定討論者）

21行場次朗 「心のデザインモデルに基づくクレー作品の考察」 慶應義塾大学

世紀 心の統合的研究センターシンポジウム『心の探求者としてのバウCOE

( , 2006.ル・クレー』 招待講演）

Gyoba, J. , Suzuki, M. , and Sakuta, Y. Qualitative difference of beauty「

experiences: A classification model of paintings and brain activity while

listening to major or minor musical chords . 'Round Table Meeting on」

年Aesthetics with Professor P.A. Zeki' (Tokyo, Japan; August 1), 2006

月 招待講演8

行場次朗 第 回日本感性福祉学会シンポジュウム 『人・行為・環境 ―感6

性と実践―』 年 月 招待講演2006 11

行場次朗 「アウェアネスとクオリアによる絵画作品分類の試み」第 回に本イ7

メージ心理学会シンポジウム「芸術とイメージ」 年 月 招待講演2006 11

乾敏郎・行場次朗 多種感覚の統合と運動 第 回日本心理学会シンポジウ「 」 71

ム 年 月 企画･指定討論2006 11

行場次朗 「 の諸問題」 第 回日本心理学会ワークシPattern Psychophysics 71

Fechner Day 2006ョップ 心理物理学の温故知新： 日本開催に寄せて『 』

年 月 話題提供11



行場次朗 第 回日本心理学会ワークショップ ワーキングメモリと心的イメー70 『

ジ』 年 月 指定討論2006 11

行場次朗 「感性次元の感覚関連性と脳活動」 第 回日本感性工学会企画セッ9

ション『感性をとらえる心理学の諸相』 年 月 話題提供2007 8

行場次朗 第 回日本心理学会ワークショップ 認知領域の知覚・記憶・思考研71 『

究間のつながりを考える』 年 月 話題提供2007 9

行場次朗 第 回日本心理学会小講演 寺本渉 外部空間把握における自己身体71 『

運動情報の役割について』 年 月 司会2007 9

Gyoba, J. & Oyama. Recent attempts and versatile applications of

multi-dimensional psychophysics. Theme Session, International Society

企画･講演for Psychophysics (Fechner Day 2007) 2007 October Tokyo

Gyoba, J. Investigating sensory-relevance of affective dimensions and the

corresponding brain activities. The 6 International Symposium onth

Advanced Technology. Tokyo 2007 November, Invited Talk.

行場次朗 意識論の最前線：心理・神経科学的知見とモデル 第 回日本理「 」 53

論心理学会シンポジウム 企画・司会

行場次朗 系統発生的視点から見た知覚 認知 日本基礎心理学会 年度『 ， 』 2007

第１回フォーラム 年 月 企画2007 6

行場次朗 『 こころ」ってなんだろう？ 心理学が解き明かす心のしくみ 』「 − −

年度日本基礎心理学会公開シンポジウム 年 月 企画2007 2007 10

行場次朗 意識論の最前線：心理・神経科学的知見とモデル 第 回日本理「 」 53

論心理学会シンポジウム 企画・司会

行場次朗 芸術とコミュニケーション 電子情報通信学会ヒューマンコミュニ『 』

ケーショングループシンポジウム特別講演 年 月 企画2008 3

行場次朗 触覚とロボット 日本基礎心理学会 年度第 回フォーラム『 』 2007 2

年 月 企画2008 3

行場次朗 感覚間相互作用研究の現在とこれから 日本基礎心理学会 年『 』 2008

度第 回フォーラム 年 月 企画1 2008 5

行場次朗 日本心理学会第 回大会シンポジウム『意識の諸相』 年 月72 2008 9

企画・司会．話題提供．

東北大学における古典的実験機器の歴史と現状ー京日高聡太・行場次朗 「

日本心理学会第 回大会ワークショップ 国都大学との比較からー」 『72



内における実験心理学機器のアーカイブ化の現状と問題点 年 月』 2008 9

話題提供．

＜国際学会での研究発表＞

Suzuki, M., and Gyoba, J. Effects of congruent and incongruent titles on「

aesthetic experiences of drawings 18th Congress of International」

Association of Empirical Aesthetics(Lisbon), 2004.

Sakuta, Y., and Gyoba, J. Analyses of multiple impressions of color-form「

pairs and their influence on memorability 8th Congress of International」

Association of Empirical Aesthetics (Lisbon), 2004.

Sakuta, Y., and Gyoba, J. Interactive effects between the recognition「

performance of color-form pairs and their impressions assessed by the

semantic differential method Tsukuba International Conference on」

Memory (TIC2004)(Tsukuba), 2004..

Ishi H., Gyoba J., and Kamachi M. The influence of dynamic presentation「

of smile on the perception of facial attributes 27th European」

Conference on Visual Perception (Budapest, Hungary), 2004.

Suzuki, Y., Sakamoto, S., Gyoba, J. Effect of auditory information on「

self-motion perception Proc. 18th International Congress on Acoustics,」

III, 2051-2054, 2004.

Shibata, H. and Gyoba, J. Classification and evaluation of the human「

action patterns in receiving objects passed by another person The」

Japan Society of Developmental Psychology International Workshop

2004(Tokyo), 2004.

Shibata, H and Gyoba, J. Investigation of the human action patterns in「

receiving objects passed by another person International workshop on」

object recognition, attention and action(Kyoto), 2004.

Suzuki, Y., Watanabe, K., Iwaya, Y., Gyoba, J., Takane, S. Adjustment of「

interaural time difference in head related transfer functions based on

listeners’ anthropometry and its effect on sound Proc. 149th Meeting of」

the Acoustical Society of America, 2485-2485, 2005.

Gyoba, J., & Suzuki, M., Kawabata, H., Yamaguchi, H.& Komatsu, H.

Analyses of sensory-relevance of adjective pairs frequently used in the「



semantic differential method The 6th Annual Meeting of the」

International Multisensory Research Forum, June, (Trento, Italy), 2005.

Suzuki, M., & Gyoba, J. Cross-modal mere exposure effects between visual「

and tactile modalities The 6th Annual Meeting of the International」

Multisensory Research Forum, June, (Trento, Italy), 2005.

Suzuki, M., & Gyoba, J., Cross-modal mere exposure effects between visual「

and tactile modalities European Conference on Visual Perception,」

August, ( A Coruna, Spain), 2005.

Sakuta, Y. & Gyoba, J. Affective impressions and recognition performances「

for upright and inverted faces European Conference of Visual」

Perception, August(A Coruna, Spain), 2005.

Kitaoka, A., Gyoba, J. and Sakurai, K. The visual phantom illusion: A「

perceptual product of surface completion depending on the mechanism of

perceptual transparency European Conference of Visual Perception,」

August(A Coruna, Spain), 2005.(Invited talk)

Sakuta, Y., & Gyoba, J. Comparing the recognition performance of「

component colors and forms with that of the paired or combined

stimuli of those components: Focusing on the congruency of

impressions Tsukuba International Conference on Memory (TIC2005),」

March , (Tsukuba), 2005.

Suzuki, M., Nobuyuki, N., Kawachi, Y., Tashiro, M., Arao, H., Hoshishiba, T,

Gyoba, J., & Yanai, K. A PET study of brain activities during「

listening to major and minor musical chords First International」

Workshop on Kansei, 2-3, February, (Fukuoka), 2006.

Honda, A., Shibata, H., Gyoba, J., Saitou, K., Iwaya, Y., & Suzuki, Y.

Transfer Effects of Playing a Virtual Three-Dimensional Auditory「

Game: Influences on the Performance in a Communication Task and a

Collision Avoidance Task 12th International Conference on Auditory」

Display (UK, London; June 23), 2006.

Shibata, H. & Gyoba, J. Effects of loading a weight on the perceived limb「

length 14th International Conference on Perception and Action.」

(Japan, Kanagawa; July 2-3), 2007.



Fukumitsu, Y., Suzuki, Y., Shibata, H., Koizumi, M., Gyoba, J., & Hagiwara,

H. Children's awareness of morpho-syntactic information: an auditory「

ERP study 13th Annual Conference on Architectures and Mechanisms」

for Language Processing (Turku, Finland; August 26), 2007.

Suzuki, Y., Shibata, H., Fukumitsu, Y., Koizumi, M., Gyoba, J., & Hagiwara,

H. An event-related potential study on semantic congruity during「

listening to Japanese sentences in children and adults 13th Annual」

Conference on Architectures and Mechanisms for Language Processing,

(Turku, Finland; August 27), 2007.

Shibata, H. & Gyoba, J. Event-related potentials elicited by processing the「

appropriateness of visually presented cooperative actions 30th」

European Conference on Visual Perception, (Arezzo, Italy; August 30),

2007.

Suzuki, M., Nobuyuki, N., Kawachi, Y., Tashiro, M., Arao, H., Hoshishiba, T,

Gyoba, J., & Yanai, K. A PET study of brain activities during listening「

to major and minor musical chords First International Workshop on」

Kansei, (Fukuoka, Japan; February 3), 2006.

Kawachi, Y. & Gyoba, J. An event-irrelevant visual moving object alters

，audiovisual event perception. The 4th Asian Conference of Vision

(Matue, Japan; July 29), 2006.

Hidaka, S., Kawachi, Y. & Gyoba, J. Analyses of Depth Information「

Contained in Moving 3-D Objects in Apparent Motion Path The 4th」

Asian Conference of Vision (Matue, Japan; July 29), 2006.，

Shibata, M, Kawachi, Y, & Gyoba, J. Combined effects of「

perceptual-grouping cues on object representations revealed

by�motion-induced blindness 30th European Conference on Visal」

Perception, (Arezzo, Italy; August 29), 2007.

Suzuki, M., Kawachi, Y., & Gyoba, J. Spatial memory bias effects in「

viewing preferred stimuli 30th European Conference on Visal」

Perception, (Arezzo, Italy; August 29), 2007.

Kawachi, Y., Kawabe, T., Gyoba, J. Temporal window of colour-motion「

binding in the stream/bounce event perception 30th European」



Conference on Visal Perception, (Arezzo, Italy; August 29), 2007.

Hidaka, S., Kawachi, Y., & Gyoba, J. Analyses of Depth information「

Contained in Moving 3-D Objects in Apparent Motion Path The 4th」

Asian Conference of Vision (Matsue, Japan July 29),2006， ；

Hidaka, S., Kawachi, Y., & Gyoba, J. Depth information contained in the「

」representation of moving 3-D objects in apparent motion perception

ECVP 2007 (Arezzo, Italy August 28),2007， ；

Hidaka, S., Satoh, S., and Gyoba, J. Psychophysical analyses of the size「

effects of spatial attention on figure-ground assignment Fechner Day」

2007 (Tokyo, Japan Octorber 22), 2007， ；

Suzuki, Y., & Gyoba, G. Selective modification of tactile roughness「

perception in terms of auditory stimuli 8th International Multisensory」

Research Forum, (Sydney, Australia; July 5), 2007.

Suzuki, Y., & Gyoba, J. Effects of tack-irrelevant sounds on the tactile「

perception of roughness The 23rd Meeting of the International Society」

of Psychophysics (Tokyo, Japan; October 20), 2007.

Sakurai, T., Akita, T., Okada, Y., Ishi, H., Sakuta, Y., Gyoba, J., and

Akamatsu, S. Automatic face image generation system for higher-order「

impression transformation Proceeding of International Workshop on」

Advanced Image Technology (Bangkok, Thailand; January 8), 2007,

pp.572-577.

Hidaka, S., Nagai, M., & Gyoba, J. Non-reversed motion perception induced「

by the spatiotemporal reversal of apparent motion sequences 8th」

Annual Metting of Vision Sciences Society (Naples, Florida; May 11),

2008

Kawachi, Y., Grove, P. M., Sakurai, K., & Gyoba, J. Auditory modulation of「

an ambiguous motion sequence affects�sequence affects the resolution of

subsequent motion displays �Second International Workshop on Kansei,」

(Fukuoka,�Japan; March 6), 2008.

Kawachi, Y., Grove, P. M., Sakurai, K., & Gyoba, J. Crossmodal effects of a「

single auditory tone on multiple visual events 31th European」

Conference on Visal Perception, (Utrecht, The Netherlands; August 25),



2008.

Kawachi, Y., Grove, P. M., Sakurai, K., & Gyoba, J. Temporal window of「

crossmodal interaction between multiple visual events and a single

auditory tone Asia Pacific Conference on Vision, (Brisbane,�Australia;」

July 19), 2008.

Kawachi, Y., Grove, P. M., Sakurai, K., & Gyoba, J. Two streams make a「

bounce: Induced motion reversal by crossing the trajectories of two

motion sequences Vision Sciences Society 8th Annual Meeting,」

(Naples,�Florida; May 10), 2008.

Shibata, M., Kawachi, Y., & Gyoba, J. Effective spatial ranges for「

perceptual grouping cues in motion-induced blindness Asia-Pacific」

Conference on Vision, (Brisbane, Australia; July 20), 2008.

Shibata, M., Kawachi, Y., Yairi, S., Iwaya, Y., Gyoba, J., & Suzuki, Y.,

Suppressed visual awareness can be recovered by sounds presented in「

the relevant locations 31th European Conference on Visual」

Perception, (Utrecht, Netherlands; August 27), 2008.

Teramoto, W., Hidaka, S., Gyoba, J., & Suzuki, Y. Sound can enhance「

visual representational momentum IMRF 2008 (Hamburg, Germany;」

July 16), 2008

Teramoto, W., Hidaka, S., Gyoba, J., & Suzuki, Y. Dynamic auditory cues「

modulate visual motion processing ECVP 2008 (Utrecht, the」

Netherlands; August, 26), 2008

＜国内学会での一般研究発表＞

省略

阿部恒之准教授

＜招待講演・学会主催シンポジウム＞

阿部恒之 「加齢と老化の心理学」 第 回女性のための抗加齢医学研究会（大4

5 22 , 2005.阪・千里ライフサイエンスセンター， 月 日）

阿部恒之 シンポジウムの企画・司会・話題提供 外見重視社会における 目（ ） 「 “

に見える違い”―コミュニケーション・ステレオタイプ・社会的スキル」

47 9 17 , 2006.日本社会心理学会第 回大会（東北大学， 月 日）



阿部恒之・高野ルリ子 シンポジウムの話題提供 色彩と容貌印象の心理学的（ ） 「

32 6 7 , 2007.関連」 第 回日本香粧品学会（東京・ヤクルトホール， 月 日）

62阿部恒之 「化粧のもう一つの顔―日常生活に組み込まれた感情調整装置」第

6 7 2008回日本交通医学会総会（仙台・ホテル仙台プラザ， 月 日 ，）

＜自主企画ワークショップ＞

指定討論者 を有する患者への心理的支援を考える－現在（ ）『Pan-Disfigurement

68 9 14の実践とその心理学的根拠 日本心理学会第 回大会 関西大学 月』 （ ，

, 2004.日）

（話題提供 「化粧を用いた可視性の障害支援と学校教育」 『顔に変形がある）

人々への発達臨床―わが国の特別支援教育のさらなる可能性に向けて』 日

17 3 20 , 2006.本発達心理学会第 回大会（九州大学， 月 日）

（話題提供 「アロマテラピー・アロマコロジー―薬理効果vs.感情過程」 『味）

70 11覚・嗅覚研究の最前線』 日本心理学会第 回大会（福岡国際会議場，

4 , 2006.月 日）

（指定討論者 『心理学における神経内分泌学』 日本心理学会第 回大会（福） 70

11 3 , 2006.岡国際会議場， 月 日）

指定討論者 心的イメージと感情に関する実験心理学的アプローチ 日本心（ ）『 』

72 9 20 2008理学会第 回大会（北海道大学， 月 日 ，）

指定討論者 化粧心理学のパラダイム ２ 日本心理学会第 回大会 北（ ）『 （ ）』 （72

9 21 2008海道大学， 月 日 ，）

＜海外発表＞

Abe, T. Odor, Information and New Cosmetics-The ripple effect on life by「

aromachology research 14th International Symposium on Olfaction」

（京都・国際会and Taste /38th Japanese Association for Taste and Smell

7 9 , 2004.議場， 月 日）

Oda, Y., Abe, T., Nakamura, M., Tatsuta, A., Kurihara, T. The effect of「

psychosocial variables on diurnal cortisol rhythm 28th International」

Congress of Psychology 8 13 , 2004.（北京・国際会議場， 月 日）

藤村朋宏・稲垣和正・土屋徹・平尾哲二・阿部恒之 化粧水・乳液併用使用の有「

用性評価」 中国中西医結合皮膚性病学術会議 (上海・光大会展中心国際大

9 9 , 2006.酒店， 月 日）

Kikuchi, F., Sato, T., Abe, T., & Nihei, Y The effects of the deception as a「



result of varying contents concerning the possibility of occurrence on

ratings of truthfulness and forgiveness XXIX International Congress of」『

Psychology 7 22 2008』 ）（ベルリン， 月 日 ，

＜国内発表＞

省略

辻本昌弘准教授

＜招待講演・学会主催シンポジウム＞

辻本昌弘（企画・司会） 「 を希求する人類のいとなみ」 日本社会Well-being

47 9 17 , 2006.心理学会第 回大会シンポジウム（東北大学, 月 日）

辻本昌弘 地域社会の歴史と相互協力 聞くこととしての時間―生きた時間「 」 『

の記述』 日本質的心理学会第 回大会 大会シンポジウム（奈良女子大4

9 30 , 2007.学, 月 日）

辻本昌弘 「地域社会の事例による社会的交換の検討」グローバル 「心の社COE

3 ,会性に関する教育研究拠点 第 回一般公開ワークショップ 東京工業大学」 （

3 9 ,2008.月 日）

＜自主企画ワークショップ＞

なし

＜海外発表＞

なし

＜国内発表＞

58辻本昌弘 「地域社会における資源交換：沖縄の模合集団」 東北心理学会第

6 26 , 2004.回大会（岩手県立大学, 月 日）

荒木剛助教（2008年度以降の業績）

＜国内発表＞

荒木 剛・佐藤 拓・菊地史倫・池田和浩 侵入思考に対する自我違和的評価と「

関連する諸要因―パーソナリティ 統制感の影響― 東北心理学会第 回、 」 62

大会（東北大学， 月 日） ．7 20 2008



荒木 剛・佐藤 拓・菊地史倫・池田和浩 侵入思考に対する自我異和的評価と「

関連する諸要因‐パーソナリティ、対処スタイルの影響‐」 日本パーソナ

17 11 15 16 2008リティ心理学会第 回大会 お茶の水女子大学 月 日 日（ ， 、 ），

（（（（2004200420042004年度年度年度年度～～～～2008200820082008年度年度年度年度））））２２２２ 教員教員教員教員のののの受賞歴受賞歴受賞歴受賞歴

仁平義明教授

菊地史倫・佐藤拓・阿部恒之・仁平義明 「第15回日本感情心理学会優秀発表賞 ，」

2007

大渕憲一教授

平成 年度経営行動科学学会奨励研究賞（ 年度）17 2005

行場次朗教授

2005 9 1鈴木美穂･行場次朗： 日本認知心理学会優秀発表賞 新規性部門 年 月「 （ ）」、

日

渡邉貫治･岩谷幸雄･行場次朗･鈴木陽一･高根昭一： 財 船井情報科学振興財「( )

団船井ベストペーパー賞 、 年 月 日」 2005 9 8

）」，日高聡太・行場次朗 「第5回日本認知心理学会優秀発表賞（発表力評価部門

2007

河地庸介・行場次朗 「電子情報通信学会平成19年度ヒューマンコミュニケーショ

, 2007.ン賞」

阿部恒之准教授

菊地史倫・佐藤拓・阿部恒之・仁平義明 「第15回日本感情心理学会優秀発表賞 ，」

2007

辻本昌弘准教授

なし

荒木剛助教（2008年度以降）

なし



（（（（2004200420042004年度年度年度年度～～～～2008200820082008年度年度年度年度））））ⅣⅣⅣⅣ 教員教員教員教員によるによるによるによる競争的資金獲得競争的資金獲得競争的資金獲得競争的資金獲得

（（（（１１１１））））科学研究費補助金科学研究費補助金科学研究費補助金科学研究費補助金

仁平義明教授

仁平義明 科学研究費補助金 萌芽研究・研究代表者 ゆるし の心理に関す, （ ） 「「 」

る国際比較研究―日本・中国・韓国の比較―」 （ 年度）2002-2004

仁平義明 科学研究費補助金（萌芽研究・研究代表者） 「ことばで説明しにくい,

ものの説明：運動の言語的説明に関する研究」 （ 年度 年度）2006 -2008

仁平義明 科学研究費補助金 基盤研究 ・分担研究者 実験心理学における古, (B)（ ）「

典的実験機器のアーカイブ化とその活用 （ 年度）」 2007

仁平義明 科学研究費補助金（基盤研究 ・研究代表者 「発達障害児のリジリエ, (B) ）

ンシー（心の回復力）の形成要因に関する研究 （ 年度）」 2008-2010

大渕憲一教授

大渕憲一 科学研究費補助金 基盤研究 研究代表者 公共事業政策の評価, (B)(2) )（ 、 「

と合意形成の社会心理学的研究：手続き的公正理論の応用」 年度～2003

大渕憲一 科学研究費補助金 基盤研究 研究分担者 精神科作業療法のた, (C)(2)（ 、 ）「

めの適応機能評価尺度の開発」 年度～2003

大渕憲一 科学研究費補助金 基盤研究 研究分担者 異文化間コンフリク, (C)(2) )（ 、 「

トと教育価値観に関する研究」 年度～2003

大渕憲一 文学研究科２１世紀ＣＯＥプログラム 社会階層と不平等研究教育拠点, 「

の形成 （事業推進担当者） 年度～」 2003

科学研究費補助金（萌芽研究、研究代表者 「日本思想からみた正義・公正観念：）

社会心理学的検討」 年度～2007

科学研究費補助金 基盤研究 研究分担者 中高年者の高次脳機能と筋運動機（ 、 ）「(B)

能および生活習慣との関連に関する神経心理学的研究」 年度～2007

科学研究費補助金 基盤研究 研究分担者 教育価値観と葛藤解決の包括的研（ 、 ）「(C)

究：国際比較と世代間比較」 年度～2008

グローバル 「社会階層と不平等教育研究拠点の世界的展開 （事業推進担当COE 」

者） 年度～2008

行場次朗教授

科学研究費補助金基盤研究 「マルチモーダル環境に適合した高精度３次元音空(B)



間創成システムの構築」 ～ 年度 分担2002 2004

科学研究費補助金基盤研究 顔の多義的・総合的印象を創出する高次元ダイナ(B)「

ミックモデルの構築とイメージ処理応用」 ～ 年度 分担2003 2005

科学研究費補助金萌芽研究 感性イメージのマルチモダリティ関連度を定量化す「

る新手法の開発」 年度～ 年度 代表2004 2005

科学研究費補助金基盤研究 顔の多義的・統合的印象を創出する高次元ダイ(B)(2)「

ナミックモデルの構築とイメージ処理応用」 年度～ 年度 分担2003 2005

特定領域研究 公募研究 研究分担者 による分子・機能イメージングを組（ 、 ）「PET

み合わせたヒトの認知・注意・感情の機能研究」 年度～ 分担2005

学術フロンティア推進事業（第二期、研究分担者 「五感を介する刺激測定に基づ）

く健康向上のための人間環境システムの構築」 年度～ 分担2004

科学研究費補助金 基盤研究 一般 心のデザイン モデルによる視覚芸「 （ ）（ ）」「「 」B

術の特性と脳内基盤の解明」 （ ～ 年度） 代表2006 2008

2006科学研究費補助金「萌芽研究 「短調美と長調美の特質と脳内基盤の差異 （」 」

～ 年度） 代表2008

科学研究費補助金「基盤研究（ （一般 「顔と物体の高次視覚印象の予測モデB） ）」

ルと共通的感性にもとづく造形デザインへの応用 ～ 年度 分担」（2006 2008

科学研究費補助金「特定領域研究（公募研究 「 による分子・機能イメージ）」 PET

ングを組み合わせたヒトの認知・注意・感情の機能研究 （ ～ 年」 2005 2007

度） 分担

科学研究費補助金「特別推進研究 「マルチモーダル感覚情報の時空間統合」分担」

科学研究費補助金「基盤研究（ （一般 「実験心理学における古典的実験機器B） ）」

のアーカイブ化とその活用」分担

文部科学省学術フロンティア推進事業 五感を介する刺激測定に基づく健康向上の「

ための人間環境システムの構築 （平成 ～ 年度）分担」 16 20

阿部恒之准教授

なし

辻本昌弘准教授

科学研究費補助金若手研究 「頼母子講による資源交換と相互協力に関する社(B)

会心理学的研究 （ ～ 年度） 代表」 2003 2005

(B) 2006科学研究費補助金若手研究 「地域社会における資源交換と相互協力 （」



年度～） 代表

21 COE 2005東北大学 世紀 プログラム 社会階層と不平等研究教育拠点の形成「 」（

年度～） 事業推進担当者

東北大学グローバル プログラム 社会階層と不平等教育研究拠点 事業推進COE 「 」

担当者（ 年度～）2008

荒木剛助教（2008年度以降）

科学研究費補助金若手研究 スタートアップ 侵入思考に対する自我異和的評（ ） 「

価と思考抑制の関係 （ ～ 年度） 代表」 2008 2009

（（（（２２２２））））そのそのそのその他他他他

仁平義明教授

三井住友海上福祉財団研究助成 研究課題 交通事故加害者の心理的苦悩からの回「

復過程： ゆるし」への支援」 （研究代表者： 年度）「 2005

総長裁量経費 地域社会を災害から守るための防災科学研究拠点の形成と地域連携「

事業の構築 （分担研究者： ・ 年度）」 2007 2008

大渕憲一教授

なし

行場次朗教授

なし

阿部恒之准教授

18 2006 10 2007 9平成 年度社団法人日本アロマ環境協会研究助成金（ 年 月～ 年

月）

㈱資生堂 共同研究 現代女性における理想的な手及び爪の形態に関する心理学的「

研究 （ 年 月～ 年 月）」 2008 10 2009 9

2008 10 2009 3㈱カネボウ 共同研究「ときめきの心理学的研究 （ 年 月～ 年」

月）

辻本昌弘准教授

なし



荒木剛助教（2008年度）

なし

（（（（2004200420042004年度年度年度年度～～～～2008200820082008年度年度年度年度））））ⅤⅤⅤⅤ 教員教員教員教員によるによるによるによる社会貢献社会貢献社会貢献社会貢献

＜委員等＞

仁平義明教授

日本学術振興会特別研究員等審査会専門委員（ ～ ）2004 2005

日本学術振興会科学研究費委員会専門委員（ ～ ）2004 2005

日本学術振興会 世紀 プログラム書面評価者（ ）21 COE 2004

日本学術会議連携会員（ 年 月～ 年 月）2006 3 2011 9

日本学術会議心理学教育分科会委員（ 年～）2006

日本学術会議脳と意識分科会委員（ 年～）2006

日本学術振興会科学研究費委員会専門委員（ ）2008

日本学術振興会審査・評価第一部会専門委員（ ）2008

「 」 （ ）八戸工業高等専門学校 文部科学省学生支援ＧＰ 外部アドバイザー 2008

宮城県立こども病院倫理委員会外部委員（ ～現在）2004

宮城県立こども病院治験審査委員会外部委員（ ～現在）2004

法人ワンダーポケット 宮城県立こども病院ボランティア支援団体 理NPO （ ）

事（ ～現在）2003

大渕憲一教授

日本学術振興会特別研究員等審査会専門委員（ ～ 年度）2003 2004

日本学術振興会科学研究費委員会専門委員（ ～ 年度）2003 2006

日本学術会議連携委員（ 年度～）2005

日本社会安全研究財団評議員（ 年度～）2006

放送大学客員教員（宮城学習センター所属 （ 年度～）） 2004

文部科学省科学技術・学術審議会専門委員（ 年度～）2007

学位評価・授与機構国立大学教育研究評価委員会専門委員（ 年度～）2007

行場次朗教授

(2001 )文部科学省科学技術動向研究センター専門調査員 年度～現在

日本学術振興会科学研究費委員会専門委員 年度～ 年度）(2004 2005



大学基準協会評価委員 (2006～現在)

阿部恒之准教授

なし

辻本昌弘准教授

なし

荒木剛助教（2008年度以降）

なし

＜公開講座・公開シンポジウム・公開講演等＞

仁平義明教授

仁平義明 仙台市若林区家庭保健福祉センター主催『わかばやし子育てセミナ

ー 、講演「お母さんの子育て、お父さんの子育て 、 年１月 日』 」 2004 16

仁平義明 「５大学（北海道大学・東北大学・東京大学・東京工業大学・九州大

学）合同アカデミック・ハラスメント防止 公開シンポジウム （北海道大学 、」 ）

講演 ５大学のアカデミック・ハラスメントの現状と取り組み 年 月「 」、2004 7

日12

仁平義明 国土交通省東北地方整備局仙台河川国道事務所 事故対策協議会総

2004 7会（夢メッセみやぎ 、 講演「うっかりミスと勘違いのしくみ 、 年） 」

月 日28

仁平義明 日本心理学会全国公開シンポジウム 仙台 嘘とだましの心理学In 『

－傷つける嘘・癒す嘘－ （仙台：東北大学） オーガナイザー及び講演者』

「消費者被害－だましのメカニズム 、 年 月 日」 2004 9 5

In仁平義明 日本心理学会全国公開シンポジウム 科学研究費成果公開促進事業（ ）

東京「嘘とだましの心理学 （東京：科学技術館サイエンスホール） 企画」

者および司会者、 年 月 日2004 10 31

69仁平義明 メンタルケア協会：メンタルケアのスペシャリスト養成講座（第

回 、講義「人をゆるす心理学 、 年 月 日） 」 2004 11 9

仁平義明 仙台市青少年指導センター主催 第７回 家庭でも生かせるカウンセ『

リング講習会 （仙台市役所上杉分庁舎 、講演「お父さんの役割って何だろ』 ）



う 、 年 月 日」 2004 11 24

仁平義明 日本心理学会全国公開シンポジウム 福岡 嘘とだましの心理In 『

学－嘘の機能とメカニズム 、 オーガナイザー及び講演者「消費者被害－だ』

ましのメカニズム」 年 月 日2004 12 5

仁平義明 せんだい男女共同参画財団／ひと・まち交流財団共催講座 八本松市（

2005 2 20民センター 講演 お父さんの子育て～心の回復力を育む～ 年 月）、 「 」

日

仁平義明 平成 年度仙台市太白区児童福祉協議会連絡協議会研修会（仙台市17

太白区役所 、講演「こどもたちはお母さん・お父さんの何に感謝をしている）

か 、 年 月 日」 2006 3 3

仁平義明 北海道大学・東北大学・東京大学・東京工業大学・九州大学 アカデ「

ミック・ハラスメント 防止対策のための５大学合同研究協議会主催 後援：」 （

東京大学教養学部教養教育開発機構 －公開シンポジウム－ アカデミック・） 「

ハラスメントの現状と対策 東京大学教養学部 講演 アカデミック・ハラ」（ ）、 「

2006 3 26スメント防止ガイドライン作成のための提言：提言の趣旨 、 年 月」

日

仁平義明 法人ワンダーポケット主催 チャイルド・ライフ支援ボランテNPO

ィア講座 仙台厚生病院熊谷・海老名ホール 子どもの心の回復力 リジリエ（ ） （

ンシー）を育てる」 年 月 日2006 9 2

仁平義明 （ ）セミナー（仙台歯科医師会館）講SOS Socio-Orthodontics-Society

演 「エラー学入門」 年 月 日2006 9 7

仁平義明 東北大学大学院工学研究科附属災害制御研究センター主催 チャレン「

ジ防災講座（ 年度 （エルパーク仙台）講演「子どもに災害をどう伝え2006 ）」

るか―防災教育のカリキュラムのヒント―」 年 月 日2006 7 27

仁平義明 東京都江東区男女参画推進センター主催 講演会 講演 「親と子の

“ ” 2006 11心の回復力 を育てる （東京・江東区男女参画推進センター） 年」

25 .月 日

仁平義明 宮城県土木部防災リーダー養成講座 宮城県庁 講演 心理学から考（ ） 「

2007 1 26 .える防災教育－４つのタイプの防災知識－」 年 月 日

仁平義明 平成 年度宮城県消防職員幹部研修会（仙台消防局） 講演「消防職18

firefighters 2007 1 31 .員（ ）に関する心理学的研究の現状」 年 月 日

仁平義明 仙台豊齢学園主催 ふれあい福祉コース講座 社会貢献活動⑥－高齢「



者の社会貢献 （於仙台市シルバーセンター） 講演「 ユーモアも社会貢献」 “

” 2007 7 2 .か 」 年 月 日

仁平義明 東北大学工学研究科付属災害制御研究センター主催 チャレンジ防災講「

2007座 エルパーク仙台 東北６県全市町村の防災教育ニーズを分析する」（ ）「 」

7 18 .年 月 日

仁平義明 法人スペシャルオリンピックス日本・宮城 「ボランティアコーNPO

ディネーター養成講座 （仙台戦災復興記念館） 講演 「自閉症児の特別な」

才能観の見直し－障害者の能力をほんとうに活かすために－」 年 月2007 9

29 .日

仁平義明 宮城県特別支援教育センター開放講義 子どもに障害をどう説明すれ「

ばいいのか 宮城県特別支援教育センター 年 月 日 仁平義明」（ ） 2007 12 5 .

山形県庄内保健所・庄内児童相談所主催 平成 年度児童虐待防止研修会講19

演 児童虐待の世代間連鎖を予防するために―子どもの心の回復力 リジリ「 （

( 11 ), 2007.エンシー）を育てる条件」 鶴岡市勤労者会館 月９日

仁平義明 第 回日本臨床矯正歯科医会大会 講演 「リジリエンシーを育てる35

( 11 14 ), 2007.矯正歯科治療」 栃木県総合文化センター 月 日

仁平義明 宮城県立こども病院 倫理に関する研修会 講演 医療の場における「 」 「

12 25あやまち・謝罪・ゆるしを考える （宮城県立こども病院愛子ホール 月」

, 2007.日）

仁平義明 宮城県金融広報委員会平成 年度金融広報アドバイザー研修会 講演19

「人はなぜ悪徳商法にだまされるか―心理学的アプローチから （宮城県庁」

1 10 , 2008.月 日）

仁平義明 八戸工業高等専門学校新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログ

ラム 学生支援ＧＰ 地域資源と学寮を活用した人間力の育成 講演 メン（ ）「 」 「

( 2 6 ), 2008.ターが育てる心の回復力」 八戸工業高等専門学校 月 日

仁平義明 社団法人神奈川学習障害教育研究協会（神奈川 学会） 年度LD 2007

冬のセミナー 「子どものリジリエンシー（心の回復力）を育てる （ウィリ」

2 10 , 2008.ング横浜 月 日 ）

仁平義明 宮城県・財団法人自治総合センター主催 地域防災力支援シンポジウ

ム 宮城県沖地震に備えた地域における防災教育 仙台国際センター 月「 」（ 3

27 , 2008.日）

仁平義明 東北大学主催 東北大学新入生歓迎セミナー「東北大学の最先端と未



4 5来 文化としてのカラスの自動車利用行動 仙台国際センター 月」 「 」 （

, 2008.日）

仁平義明 広島市矯正歯科医会創立 周年記念講演 「人間力の考え方の転換―25

ハーディネス（心の頑健さ）からリジリエンシー（心の回復力）へ ― （広」

6 1 , 2008.島市歯科医師会館 月 日）

仁平義明 日本自閉症スペクトラム学会 自閉症スペクトラム支援士 北海道支部「 」

資格認定講座 講義 自閉症者の 特別な才能 を見直す 石狩市保健福「 」” ” (

8 10 ), 2008.祉総合センターりんくる 月 日

（ ）仁平義明 財団法人東北自治研修所 第 回東北六県管理者研修 地震防災108

10 31講演 東北自治体の防災ニーズと防災の心理学 東北自治研修所 月「 」（

, 2008.日）

大渕憲一教授

大渕憲一 「 指導者のための組織心理学」 国土交通省訓練教官養成研修（国土

, 2001-2005交通省航空保安大学岩沼分校）

大渕憲一 講話 幸福の心理学 放送大学宮城学習センター入学者の集い 月「 」． （9

26 , 2004日、仙台市片平市民センター）

大渕憲一 「攻撃性のメカニズム：社会的排斥と不適応行動」 平成 年度家16

10 5 , 2004庭裁判所調査官実務研究会（ 月 日、司法研修所仙台分室）

大渕憲一 「人間関係の意味を考える：社会的排斥と不適応」 放送大学公開講

7 2 , 2005座（ 月 日、仙台日専連ビブレ）

大渕憲一 「社会的排斥と不適応行動」福島大学総合教育研究センター学術講演会

（、福島大学 月 日 月 日 ， ．1 16 6 21 2006）

大渕憲一 非行の３要因：ストレス 仲間集団 絆の弱さ 第 回いわき市青「 、 、 」 28

, 7 24 , 2006.少年非行防止推進大会記念講演（いわき市平市民会館 月 日）

大渕憲一 犯罪原因論について：発達的観点を中心に 平成 年度家庭裁判所「 」 18

, 10 4 , 2006調査官実務研究会（裁判所職員総合研修所仙台分室 月 日）

大渕憲一 性犯罪の心理と再犯予防対策 平成 年度宮城県防犯教室指導者講「 」 18

, 11 29 , 2006習会（宮城県庁講堂 月 日）

大渕憲一 暴力犯罪者の心理 平成 年度保護司特別研修 福島県穴原温泉摺「 」 （19

, 6 21 , 2007上亭大島 月 日）

大渕憲一 青少年の暴力 放送大学宮城学習センター・オープンキャンパス・ミ「 」



, 7 14 , 2007ニ講義（放送大学宮城学習センター 月 日）

大渕憲一 社会的排斥と不適応行動 高大連携事業地域開催公開講座 東北大学「 」 「

8 2 , 2007公開講座 （宮城県仙台第一高等学校、 月 日）」

大渕憲一 「男性・女性の心理学：夫婦関係の理解のために」 仙台調停協会講演

, 10 2 , 2007会（仙台地方裁判所 月 日）

国土交通省第航空管制官訓練教官養成特別研修 講義「指導者のための組織心理

2004 1 19 7 21 2005学 国土交通省航空保安大学岩沼分校 年 月 日 月 日」（ 、 、 、

年 月 日、 年 月 日、 年 月 日 ．7 26 2006 1 16 2007 7 10 ）

放送大学宮城学習センター・オープンキャンパス 講演「青少年の暴力 （放送大」

, 2007 7 14 .学宮城学習センター 年 月 日）

高大連携事業地域開催公開講座・東北大学公開講座 講演 社会的排斥と不適応行「

2007 8 2 .動 （宮城県仙台第一高等学校、 年 月 日）」

仙台調停協会講演会 講演「男性・女性の心理学：夫婦関係の理解のために （仙」

, 2007 10 2 .台地方裁判所 年 月 日）

NHK 2007総合テレビ 番組「ためしてガッテン：怒りの心理学」 企画協力（

年 月 日放送）11 7

犯罪心理学会東北地区研究会講演会 企画・司会 児童虐待と親を巡る問題 講演「 （

者 本間博彰 （東北大学さくらホール、 年 月 日 ．）」 ）2008 3 29

境界紛争解決支援センターふくしま設立準備委員会主催 相談員・調停員養ADR

成講座 講演「 の心理学 （郡山市労働福祉会館 年 月 日 ．ADR , 2008 5 31」 ）

日本心理学会第 回大会ワークショップ 指定討論 「発達領域における攻撃研72

(2) , 2008 9 21究の新展開 ：健康・適応との関連をみる （北海道大学 年 月」

.日）

行場次朗教授

(2001 )インターネットホームページ「錯視の小部屋」開設 年～現在

特別講演会 『 』 東北大学Prof. N. Wade Space and motion in science and art

文学研究科 年 月 日 企画・司会2006 11 10

電子情報通信学会ヒューマン情報処理研究会 電気通信研究所 年から毎年2001

月 企画12



阿部恒之准教授

2001東京化粧品技術者会等主催・化粧品技術基礎講習会（東京・朝日ホール等，

～ 年）2005

2003西日本化粧品工業会等主催・化粧品技術基礎講習会 大阪・ドーンセンター（ ，

～ 年）2005

資生堂学園・資生堂美容技術専門学校授業（東京・同校， ～ 年）2002 2005

16 2004愛知県看護教育研究会平成 年度総会付帯講演会 名古屋・ウイルあいち（ ，

年 月 日）4 17

2004 5 14日本看護連盟愛知県地区支部研究会 ホテルグランコート名古屋 年 月（ ，

日）

佐賀・嬉野温泉シンポジウム（佐賀・嬉野町公会堂， 年 月 日）2004 10 2

聖路加同窓会主催講演会（東京・聖路加大学， 年 月 日）2005 3 5

マツモト交商主催・第 回化粧品原料基礎セミナー（大阪・梅田センタービル，9

年 月 日；東京・こまばエミナース， 月 日）2005 5 25 6 2

2006神奈川科学技術アカデミー教育講座（神奈川・かながわサイエンスパーク，

年 月 日）3 22

文化服装学院スタイリスト科２年ファッションモデルコース 新宿 年 月（ ，2006 9

日， 年 月 日、 月 日）22 2007 10 19 12 7

有備館講座（宮城県大崎市・スコーレハウス， 年 月 日）2007 6 16

21 2007 7フォーラム ・梅下村塾（軽井沢・富士ゼロックス「軽井沢倶楽部 ， 年」

月 ～ 日）14 15

仙台放送社員向け講演会（仙台・仙台放送社屋， 年 月 日）2007 7 24

東北大学百周年記念祭・文学研究科展示 東北大学片平キャンパス 年 月（ ，2007 8

～ 日）25 26

東北大学文学研究科県民講座（東北大学川内南キャンパス・ 年 月 日）2007 9 22

石巻高校特別授業：通称・出前授業（宮城県立石巻高校 年 月 日）2007 10 25

東北大学心理学研究室茶話会／日本認定心理士会北海道・東北支部研修会 メディ（

アテーク仙台， 年 月 日）2008 2 22

宮城県立第二女子高校特別授業：通称・出前授業（ 年 月 日）2008 11 13

辻本昌弘准教授

年 月 秋田県立本荘高校「大学の先生を囲む会」2004 �6 �

9 25 ,辻本昌弘 人間の心理と行動 福島県立安積高等学校模擬授業 月 日「 」 （ ）



2008.

荒木剛助教（2008年度以降）

なし

（（（（2004200420042004年度年度年度年度～～～～2008200820082008年度年度年度年度））））ⅥⅥⅥⅥ 教員教員教員教員によるによるによるによる学会役員等学会役員等学会役員等学会役員等のののの引引引引きききき受受受受けけけけ状況状況状況状況

仁平義明教授

日本心理学会議員（ ～現在）2001

日本音楽知覚認知学会理事・編集委員（ ～現在）1999

心理学評論 編集委員 ～ 日本認知心理学会理事・編集委員・『 』 （ ）2002 2007

日本認知心理学会独創賞選考委員（ ～ 年度）2003 2005

日本認知心理学会安全研究部会長（ ～現在）2003

日本音楽知覚認知学会会長（ ～）2007

日本認定心理士会北海道・東北支部長（ ～現在）2007

日本自閉症スペクトラム学会評議員（ ～現在）2008

Tohoku Psychologica Folia Chief editor (2005 )～現在

大渕憲一教授

， ， 誌編集委員（ 年度～）”Psychology Crime and Law” 2001

誌副編集長（ 年度～）”Tohoku Psychologica Folia” 2001

日本グループ・ダイナミックス学会常任理事（ ～ 年度）2001 2005

日本グループ・ダイナミックス学会副編集長（ 年度～ 年度）2003 2005

日本犯罪心理学会編集委員（ 年度～）2001

日本犯罪心理学会会長（ 年度～）2003

日本心理学諸学会連合理事（ 年度～）2003

日本心理学会副編集長（ ～ 年度）2003 2005

日本心理学会編集委員（ ～ 年度）2001 2005

アジア社会心理学会副編集長（ 年度～）2004

日本社会心理学会理事（ 年度～）2005

日本社会心理学会常任理事（ 年度～）2006

アジア社会心理学会 （ 年度～）President Elect 2006

日本心理学会理事（ 年度～）2006



(2006 )日本心理学会倫理委員会委員 年度～

日本心理学会将来構想検討委員会委員（ 年度～）2006

日本応用心理学会理事（ 年度～）2006

第 回世界犯罪学会大会組織委員会委員（ 年度～）16 2008

行場次朗教授

日本認知心理学会理事・企画委員会委員長 年度～）(2003

2005 )日本基礎心理学会常任理事・編集委員 （ 年度～

2005 )日本心理学会編集委員･優秀論文選考員会（ 年度～

(2004 )日本認知科学会会計監査員 年度～

日本視覚学会 年夏季大会プログラム委員（ 年度）2005 2005

大会組織委員（ 年度～）Cyberworlds 2005 International Conference 2005

International Conference on Computer Vision Theory and Applications

プログラム委員 年度～）(2005

電子情報通信学会ヒューマンコミュニケーショングループ副委員長 年（2005

度～）

東北心理学会幹事（ 年度～）1998

電子情報通信学会ヒューマンコミュニケーショングループ委員長 年度（2007

～）

2008 )日本心理学会編集委員会副編集委員長（ 年度～

（ ）電子情報通信学会ヒューマンコミュニケーショングループ顧問 年度2008

阿部恒之准教授

日本生理心理学会 評議委員（ 年～）2004

日本感情心理学会 副編集委員長（ 年～）2007

辻本昌弘准教授

質的心理学研究常任編集委員（ 年度～）2005

日本グループ・ダイナミックス学会理事（ 年度～）2007

日本社会心理学会 学会大会検討委員会（ 年度～）2007



荒木剛助教（2008年度以降）

なし

ⅦⅦⅦⅦ 教員教員教員教員のののの教育活動教育活動教育活動教育活動（（（（2008200820082008年度年度年度年度））））

（（（（１１１１））））学内授業担当学内授業担当学内授業担当学内授業担当

１１１１ 大学院授業担当大学院授業担当大学院授業担当大学院授業担当

仁平義明教授

心理学総合演習Ⅰ

心理学研究演習Ⅰ

心理学総合演習Ⅱ

心理学研究実習Ⅱ

課題研究

大渕憲一教授

心理学研究演習Ⅱ

社会心理学特論

課題研究

行場次朗教授

心理学研究実習

心理学研究演習Ⅲ

課題研究

阿部恒之准教授

心理学研究演習Ⅳ

心理学総合演習Ⅰ（分担）

心理学総合演習Ⅱ（分担）

実験心理学演習

（課題研究）

辻本昌弘准教授

心理学研究実習Ⅴ

心理学総合演習Ⅰ

心理学総合演習Ⅱ

心理学研究実習Ⅰ

心理学研究実習Ⅱ



課題研究

２２２２ 学部授業担当学部授業担当学部授業担当学部授業担当

仁平義明教授

応用心理学各論

心理学基礎実験

心理学基礎実験

応用心理学演習

大渕憲一教授

社会心理学概論

社会心理学演習

社会心理学各論

心理学研究法

行場次朗教授

心理学基礎実験

心理学研究法

実験心理学概論

実験心理学基礎講読

実験心理学各論

人文社会総合

阿部恒之准教授

実験心理学概論

実験心理学基礎講読

心理学基礎実験（前期は主担、後期は分担）

実験心理学演習

心理学研究法（分担）

辻本昌弘准教授

社会心理学概論

社会心理学基礎講読

心理学基礎実験

文化心理学各論

文化心理学演習



心理学研究法

荒木剛助教

心理学基礎実験

３３３３ 共通科目共通科目共通科目共通科目・・・・全学科目授業担当全学科目授業担当全学科目授業担当全学科目授業担当

仁平義明教授

心理学

学生生活概論

大渕憲一教授

なし

行場次朗教授

なし

阿部恒之准教授

人文社会総論（１コマ担当）

英語原書講読入門

辻本昌弘准教授

心理学

（（（（２２２２））））他大学他大学他大学他大学へのへのへのへの出講出講出講出講（（（（2004200420042004～～～～2008200820082008年度年度年度年度））））

仁平義明教授

宮城学院女子大学（ ～現在）2001

尚絅学院大学（ ～現在）2004

九州大学（ 年度）2004

福島大学（ 年度）2004

京都大学（ 年度）2008

九州大学（ 年度）2008

大渕憲一教授

放送大学（ 年度～）2001

宮城学院女子大学（ 年度～）2001

聖和短期大学（ 年度～）2004

ノースアジア大学法学部（ 年度～）2004



名古屋大学文学部（ 年度）2005

大阪大学人間科学部（ 年度）2005

いわき明星大学（ 年度）2006

行場次朗教授

宮城大学事業構想学部・看護学部 （ 年度～ 年度）2004 2005

信州大学人文学部（ 年度）2004

(2004 )名古屋大学大学院情報科学研究科 年度

東北福祉大学福祉心理学科 （ 年度～）2001

仙台市立看護専門学校 （ 年度～）2001

放送大学宮城学習センター（ 年度～）2001

福島大学人間発達学科非常勤講師（ 年～）2006

北海道大学大学院教育学研究科非常勤講師（ 年）2007

日本大学人文学部非常勤講師（ 年度）2007

(2007 )大阪大学大学院人間科学研究科非常勤講師 年

阿部恒之准教授

福島学院短期大学福祉心理科（ ～ 年）2002 2003

福島学院大学福祉学科（ 年～）2005

福島学院大学大学院臨床心理学研究科（ 年～）2007

尚絅学院大学（ 年）2005

武蔵野大学薬学科（ 年～） 年・客員教授2006 2007

山形大学（ 年・集中講義）2007

琉球大学（ 年 月・集中講義）2008 1

新潟大学（ 年 月・集中講義）2008 11

辻本昌弘准教授

いわき明星大学（ 年度～ 年度）2004 2005

東北文化学園大学（ 年度）2005

聖和学園短期大学（ 年度）2005

北海道大学（ 年度）2006

荒木剛助教（ 年度以降）2008

東北学院大学教養学部（ 年度～）2008

福島大学人間発達文化学類（ 年度）2008

北海道教育大学函館校（ 年度）2008


